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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オーディオデータを録音する過程で標記開始指令を受信することと、
　前記標記開始指令に従って、前記オーディオデータを標記するための標記イベントを確
立するとともに、前記標記イベントの標記類型を確定することと、
　前記標記イベントの標記類型に従って、前記標記イベントのパラメータを記録すること
と、
　標記終了指令を受信することと、
　前記標記終了指令に従って前記標記イベントのパラメータに対する記録を完了して、標
記データ構造を取得することと、
　前記オーディオデータと前記標記データ構造を記憶して、オーディオファイルを取得す
ることと、
　を含み、
　前記標記イベントのパラメータは、標記開始時刻と標記終了時刻とを含み、
　前記標記イベントのパラメータに標記類型が含まれれば、
　前記標記開始指令における標記要求を取得することと、
　前記標記要求に従って前記標記類型を確定することと、をさらに含み、
　前記標記類型は重点標記と挿入標記のうち少なくとも一種を含み、前記重点標記は、前
記標記開始時刻と前記標記終了時刻で確定された標記対象オーディオデータを重点提示す
るための標記であり、前記挿入標記は、前記標記開始時刻と前記標記終了時刻で確定され
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た標記対象オーディオデータの表示イベントを標記するためのものであり、前記表示イベ
ントは所定の内容を表示することを含む、
　ことを特徴とする録音方法。
【請求項２】
　前記標記イベントのパラメータを記録することは、
　前記標記イベントにＩＤを付与するためのイベントＩＤと、前記オーディオデータにＩ
Ｄを付与するためのオーディオＩＤと、前記標記イベントをラベル付けし始めた時の前記
オーディオデータの録音時刻を記録するための標記開始時刻を記録することを含み、
　前記標記終了指令に従って前記標記イベントのパラメータに対する記録を完了すること
は、
　前記標記イベントのラベル付けを終了した時の前記オーディオデータの録音時刻を記録
するための標記終了時刻を記録することを含む、
　ことを特徴とする請求項１に記載の録音方法。
【請求項３】
　前記標記類型が挿入標記であれば、前記標記イベントのパラメータは、前記所定の内容
の記憶経路と前記所定の内容の所定の表示時間長さのうち前の一種又はすべての両種をさ
らに含む、
　ことを特徴とする請求項１に記載の録音方法。
【請求項４】
　前記標記イベントのパラメータは、前記標記イベントを説明するための注釈をさらに含
む、
　ことを特徴とする請求項２又は３に記載の録音方法。
【請求項５】
　オーディオデータと、前記オーディオデータに対応し、前記オーディオデータを録音す
る過程で前記オーディオデータを標記する標記イベントの標記類型に従って設けられた標
記イベントのパラメータを記録する少なくとも一つの標記データ構造とを含むオーディオ
ファイルを取得することと、
　前記オーディオデータを再生する過程で前記少なくとも一つの標記データ構造に記録さ
れた標記イベントをラベル付けすることと、
　を含み、
　前記標記データ構造は、標記開始時刻と、標記終了時刻と、標記類型をさらに含み、前
記標記類型は重点標記と挿入標記のうち少なくとも一種を含み、前記重点標記は、前記標
記開始時刻と前記標記終了時刻で確定された標記対象オーディオデータを重点提示するた
めの標記であり、前記挿入標記は、前記標記開始時刻と前記標記終了時刻で確定された標
記対象オーディオデータの表示イベントを標記するためのものであり、前記表示イベント
は所定の内容を表示することを含み、
　前記標記類型を読み取ることをさらに含み、
　前記標記対象オーディオデータをラベル付けすることは、
　読み取られた前記標記類型が前記重点標記であれば、前記標記対象オーディオデータを
重点提示することと、
　読み取られた前記標記類型が前記挿入標記であれば、前記標記対象オーディオデータの
前記所定の内容を表示することと、
　を含むことを特徴とする再生方法。
【請求項６】
　前記標記データ構造は、前記オーディオデータにＩＤを付与するためのオーディオＩＤ
を含み、前記オーディオファイルを取得することは、
　オーディオデータと前記オーディオデータのオーディオＩＤを取得することと、
　標記データ構造に含まれたオーディオＩＤにおいて、取得された前記オーディオデータ
のオーディオＩＤと同じオーディオＩＤを探すことと、
　探された前記オーディオＩＤが属する少なくとも一つの標記データ構造を取得すること



(3) JP 6186443 B2 2017.8.23

10

20

30

40

50

と、
　を含むことを特徴とする請求項５に記載の再生方法。
【請求項７】
　前記標記データ構造は、イベントＩＤ、標記開始時刻及び標記終了時刻を含み、前記イ
ベントＩＤは前記標記イベントにＩＤを付与するためのものであり、前記標記開始時刻は
、前記標記イベントをラベル付けし始めた時の前記オーディオデータの録音時刻を記録す
るためのものであり、前記標記終了時刻は、前記標記イベントのラベル付けを終了した時
の前記オーディオデータの録音時刻を記録するためのものであり、標記終了時刻は、標記
イベントのラベル付けを終了した時のオーディオデータの録音時刻を記録するためのもの
であり、
　前記オーディオデータを再生する過程で前記少なくとも一つの標記データ構造に記録さ
れた標記イベントをラベル付けすることは、
　前記オーディオデータを再生する過程で、各標記データ構造について、前記標記データ
構造のイベントＩＤに基づいて標記イベントを確定することと、
　確定された前記標記イベントにおける前記標記開始時刻と前記標記終了時刻に基づいて
標記対象オーディオデータを確定することと、
　前記標記対象オーディオデータをラベル付けすることと、
　を含むことを特徴とする請求項６に記載の再生方法。
【請求項８】
　前記標記データ構造は、イベントＩＤ、標記開始時刻及び標記終了時刻を含み、前記イ
ベントＩＤは前記標記イベントにＩＤを付与するためのものであり、前記標記開始時刻は
、前記標記イベントをラベル付けし始めた時の前記オーディオデータの録音時刻を記録す
るためのものであり、前記標記終了時刻は、前記標記イベントのラベル付けを終了した時
の前記オーディオデータの録音時刻を記録するためのものであり、
　前記オーディオデータを再生する過程で前記少なくとも一つの標記データ構造に記録さ
れた標記イベントをラベル付けすることは、
　前記オーディオデータを再生する過程で、各標記データ構造について、前記標記データ
構造のイベントＩＤに基づいて標記イベントを確定することと、
　確定された前記少なくとも一つの標記イベントから一つの標記イベントを選定すること
と、
　選定された前記標記イベントにおける前記標記開始時刻と前記標記終了時刻に基づいて
標記対象オーディオデータを確定することと、
　前記標記対象オーディオデータに移行するとともに、前記標記対象オーディオデータを
ラベル付けすることと、
　を含むことを特徴とする請求項６に記載の再生方法。
【請求項９】
　前記標記データ構造は、前記所定の内容の記憶経路をさらに含み、
　前記再生方法は、前記記憶経路に基づいて前記所定の内容を取得することをさらに含む
、
　ことを特徴とする請求項５に記載の再生方法。
【請求項１０】
　前記標記データ構造は前記所定の内容の所定の表示時間長さをさらに含み、前記所定の
時刻で前記所定の内容を表示することは、
　前記所定の時刻に基づいて後向きに前記所定の表示時間長さを位置決定して、第１の停
止時刻を取得することと、
　前記第１の停止時刻が次の標記イベントの標記開始時刻よりも小さければ、前記所定の
内容を前記所定の時刻から前記第１の停止時刻までに表示することと、
　前記第１の停止時刻が前記次の標記イベントの標記開始時刻よりも大きければ、前記所
定の内容を前記所定の時刻から、前記所定の時刻よりも大きく、前記次の標記イベントの
標記開始時刻以下である第２の停止時刻までに表示することと、
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　を含むことを特徴とする請求項５又は９に記載の再生方法。
【請求項１１】
　前記標記データ構造は、前記標記イベントを説明するための注釈をさらに含み、
　前記再生方法は、前記注釈を読み取ることをさらに含む、
　ことを特徴とする請求項７に記載の再生方法。
【請求項１２】
　オーディオデータを録音する過程で標記開始指令を受信する第１の受信モジュールと、
　前記第１の受信モジュールにより受信された前記標記開始指令に従って標記イベントを
確立するとともに、前記標記イベントの標記類型を確定し、前記標記イベントの標記類型
に従って、前記オーディオデータを標記する標記イベントのパラメータを記録する記録モ
ジュールと、
　前記記録モジュールにより前記標記開始指令に従って標記イベントを確立するとともに
、前記標記イベントのパラメータを記録した後、標記終了指令を受信する第２の受信モジ
ュールと、
　前記第２の受信モジュールにより受信された前記標記終了指令に従って前記標記イベン
トのパラメータに対する記録を完了して、標記データ構造を取得する第１の生成モジュー
ルと、
　前記オーディオデータと前記第１の生成モジュールにより生成された前記標記データ構
造を記憶して、オーディオファイルを取得する第２の生成モジュールと、
　を含み、
　前記標記イベントのパラメータは、標記開始時刻と標記終了時刻とを含み、
　前記標記イベントのパラメータに標記類型がさらに含まれれば、
　前記標記開始指令における標記要求を取得する第１の取得モジュールと、
　前記第１の取得モジュールにより取得された前記標記要求に従って前記標記類型を確定
する確定モジュールと、をさらに含み、
　前記標記類型は重点標記と挿入標記のうち少なくとも一種を含み、前記重点標記は、前
記標記開始時刻と前記標記終了時刻で確定された標記対象オーディオデータを重点提示す
るための標記であり、前記挿入標記は、前記標記開始時刻と前記標記終了時刻で確定され
た標記対象オーディオデータの表示イベントを標記するためのものであり、前記表示イベ
ントは所定の内容を表示することを含む、
　ことを特徴とする録音装置。
【請求項１３】
　前記記録モジュールは、イベントＩＤ、オーディオＩＤ及び標記開始時刻を記録し、前
記イベントＩＤは前記標記イベントにＩＤを付与するためのものであり、前記オーディオ
ＩＤは前記オーディオデータにＩＤを付与するためのものであり、前記標記開始時刻は、
前記標記イベントをラベル付けし始めた時の前記オーディオデータの録音時刻を記録する
ためのものであり、
　前記第２の生成モジュールは、前記標記イベントのラベル付けを終了した時の前記オー
ディオデータの録音時刻を記録するための標記終了時刻を記録する、
　ことを特徴とする請求項１２に記載の録音装置。
【請求項１４】
　前記標記類型が挿入標記であれば、前記標記イベントのパラメータは、前記所定の内容
の記憶経路と前記所定の内容の所定の表示時間のうち前の一種又はすべての両種をさらに
含む、
　ことを特徴とする請求項１２に記載の録音装置。
【請求項１５】
　前記標記イベントのパラメータは、前記標記イベントを説明するための注釈をさらに含
む、
　ことを特徴とする請求項１３又は１４に記載の録音装置。
【請求項１６】
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　オーディオデータと、前記オーディオデータに対応し、前記オーディオデータを録音す
る過程で前記オーディオデータを標記する標記イベントの標記類型に従って設けられた標
記イベントのパラメータを記録する少なくとも一つの標記データ構造とを含むオーディオ
ファイルを取得する第２の取得モジュールと、
　前記第２の取得モジュールにより取得された前記オーディオデータを再生する過程で前
記少なくとも一つの標記データ構造に記録された標記イベントをラベル付けするラベル付
けモジュールと、
　を含み、
　前記標記データ構造は、標記開始時刻と、標記終了時刻と、標記類型をさらに含み、前
記標記類型は重点標記と挿入標記のうち少なくとも一種を含み、前記重点標記は、前記標
記開始時刻と前記標記終了時刻で確定された標記対象オーディオデータを重点提示するた
めの標記であり、前記挿入標記は、前記標記開始時刻と前記標記終了時刻で確定された標
記対象オーディオデータの表示イベントを標記するためのものであり、前記表示イベント
は所定の内容を表示することを含み、
　前記標記類型を読み取る第１の読取りモジュールをさらに含み、
　前記ラベル付け手段は、
　前記第１の読取りモジュールにより読み取られた前記標記類型が前記重点標記であれば
、前記標記対象オーディオデータを重点提示する提示サブ手段と、
　前記第１の読取りモジュールにより読み取られた前記標記類型が前記挿入標記であれば
、前記標記対象オーディオデータの前記所定の内容を表示する表示サブ手段と、
　を含むことを特徴とする再生装置。
【請求項１７】
　前記標記データ構造は、前記オーディオデータにＩＤを付与するためのオーディオＩＤ
を含み、前記第２の取得モジュールは、
　オーディオデータと前記オーディオデータのオーディオＩＤを取得する第１の取得手段
と、
　標記データ構造に含まれたオーディオＩＤにおいて、前記第１の取得手段により取得さ
れた前記オーディオデータのオーディオＩＤと同じオーディオＩＤを探す探し手段と、
　前記探し手段により探された前記オーディオＩＤが属する少なくとも一つの標記データ
構造を取得する第２の取得手段と、
　を含むことを特徴とする請求項１６に記載の再生装置。
【請求項１８】
　前記標記データ構造は、イベントＩＤ、標記開始時刻及び標記終了時刻を含み、前記イ
ベントＩＤは前記標記イベントにＩＤを付与するためのものであり、前記標記開始時刻は
、前記標記イベントをラベル付けし始めた時の前記オーディオデータの録音時刻を記録す
るためのものであり、前記標記終了時刻は、前記標記イベントのラベル付けを終了した時
の前記オーディオデータの録音時刻を記録するためのものであり、
　前記ラベル付けモジュールは、
　前記オーディオデータを再生する過程で、各標記データ構造について、前記標記データ
構造のイベントＩＤに基づいて標記イベントを確定する第１の確定手段と、
　前記第１の確定手段により確定された前記標記イベントにおける前記標記開始時刻と前
記標記終了時刻に基づいて、標記対象オーディオデータを確定する第２の確定手段と、
　前記第２の確定手段により確定された前記標記対象オーディオデータをラベル付けする
ラベル付け手段と、
　を含むことを特徴とする請求項１７に記載の再生装置。
【請求項１９】
　前記標記データ構造は、イベントＩＤ、標記開始時刻及び標記終了時刻を含み、前記イ
ベントＩＤは前記標記イベントにＩＤを付与するためのものであり、前記標記開始時刻は
、前記標記イベントをラベル付けし始めた時の前記オーディオデータの録音時刻を記録す
るためのものであり、前記標記終了時刻は、前記標記イベントのラベル付けを終了した時



(6) JP 6186443 B2 2017.8.23

10

20

30

40

50

の前記オーディオデータの録音時刻を記録するためのものであり、
　前記ラベル付けモジュールは、
　前記オーディオデータを再生する過程で、各標記データ構造について、前記標記データ
構造のイベントＩＤに基づいて標記イベントを確定する第３の確定手段と、
　前記第３の確定手段により確定された前記少なくとも一つの標記イベントから一つの標
記イベントを選定する選択手段と、
　前記選択手段により選定された前記標記イベントにおける前記標記開始時刻と前記標記
終了時刻に基づいて標記対象オーディオデータを確定する第４の確定手段と、
　前記第４の確定手段により確定された前記標記対象オーディオデータに移行するととも
に、前記標記対象オーディオデータをラベル付けするラベル付け手段と、
　を含むことを特徴とする請求項１７に記載の再生装置。
【請求項２０】
　前記標記データ構造は、前記所定の内容の記憶経路をさらに含み、
　前記再生装置は、
　前記記憶経路に基づいて前記所定の内容を取得する第３の取得モジュールをさらに含む
、
　ことを特徴とする請求項１９に記載の再生装置。
【請求項２１】
　前記標記データ構造は前記所定の内容の所定の表示時間長さをさらに含み、
　前記表示サブ手段は、前記所定の時刻に基づいて後向きに前記所定の表示時間長さを位
置決定して第１の停止時刻を取得し、前記第１の停止時刻が次の標記イベントの標記開始
時刻よりも小さければ、前記所定の内容を前記所定の時刻から前記第１の停止時刻までに
表示し、前記第１の停止時刻が前記次の標記イベントの標記開始時刻よりも大きければ、
前記所定の内容を前記所定の時刻から、前記所定の時刻よりも大きく、前記次の標記イベ
ントの標記開始時刻以下である第２の停止時刻までに表示する、
　ことを特徴とする請求項１９又は２０に記載の再生装置。
【請求項２２】
　前記標記データ構造は、前記標記イベントを説明するための注釈をさらに含み、
　前記再生装置は、
　前記注釈を読み取る第２の読取りモジュールをさらに含む、
　ことを特徴とする請求項１８に記載の再生装置。
【請求項２３】
　請求項１２～１５のいずれか１項に記載の録音装置を含む、
　ことを特徴とする録音端末。
【請求項２４】
　請求項１６～２２のいずれか１項に記載の再生装置を含む、
　ことを特徴とする再生端末。
【請求項２５】
　請求項２３に記載の録音端末と請求項２４に記載の再生端末を含む、
　ことを特徴とするオーディオシステム。
【請求項２６】
　プロセッサに実行されることにより、請求項１～４のいずれかに記載の録音方法及び請
求項５～１１のいずれかに記載の再生方法を実現することを特徴とするプログラム。
【請求項２７】
　請求項２６に記載のプログラムが記録された記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はコンピュータの技術分野に関し、特に録音方法、再生方法、装置、端末、シス
テム、プログラム及び記録媒体に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　端末の普及につれて、端末は、生活において必要不可欠で身につけて携帯する電子機器
となっており、随時、身の回りの事情について記録することができる。記録シーンを豊か
にし、現場をより明晰に再現するために、人々は一般的に録音又は撮像等のマルチメディ
ア方式で情報記録を行う。撮像して得られたビデオファイルには、価値のない画像が多く
、これらの画像が多くの記憶空間を占め、情報記録の効率を低減しているため、端末は、
録音の方式で情報記録を行うことができる。
【０００３】
　一般的な録音過程で、端末はマイクを起動し、マイクによりシーンでの音声情報を収集
して、オーディオデータを取得する。録音した後の任意の時刻では、端末で該オーディオ
データを再生する場合にシーンでの音声情報を再現することができる。例えば、ユーザは
、マイクにより先生の授業内容を記録すれば、端末で該オーディオデータを再生する場合
、学習のために授業内容を再現することができる。
【０００４】
　ユーザは、録音して得られたオーディオデータから所定の内容、例えば、授業内容にお
ける試験ポイントを照会しようとすると、オーディオデータの再生プログレスを調整して
オーディオデータを試聴し、繰り返して試聴することにより所定の内容を見つける。繰り
返して試聴することによりオーディオデータから所定の内容を探す操作は繁雑であるので
、情報取得効率を低減している。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　繰り返して試聴することによりオーディオデータから所定の内容を探す操作が繁雑であ
り、情報取得効率が低下したという問題を解決するために、本発明の実施例は、録音方法
、再生方法、装置、端末、システム、プログラム及び記録媒体を提供する。前記解決手段
は以下のとおりである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の形態によれば、本発明の実施例は、
　オーディオデータを録音する過程で標記開始指令を受信することと、
　前記標記開始指令に従って、前記オーディオデータを標記するための標記イベントを確
立するとともに、前記標記イベントのパラメータを記録することと、
　標記終了指令を受信することと、
　前記標記終了指令に従って前記標記イベントのパラメータに対する記録を完了して、標
記データ構造を取得することと、
　前記オーディオデータと前記標記データ構造を記憶して、オーディオファイルを取得す
ることと、
　を含む録音方法を提供する。
【０００７】
　第２の形態によれば、本発明の実施例は、
　オーディオデータと、前記オーディオデータに対応し、前記オーディオデータを録音す
る過程で前記オーディオデータを標記する標記イベントのパラメータを記録する少なくと
も一つの標記データ構造とを含むオーディオファイルを取得することと、
　前記オーディオデータを再生する過程で前記少なくとも一つの標記データ構造に記録さ
れた標記イベントをラベル付けすることと、
　を含む再生方法を提供する。
【０００８】
　第３の形態によれば、本発明の実施例は、
　オーディオデータを録音する過程で標記開始指令を受信する第１の受信モジュールと、
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　前記第１の受信モジュールにより受信された前記標記開始指令に従って標記イベントを
確立するとともに、前記オーディオデータを標記する標記イベントのパラメータを記録す
る記録モジュールと、
　前記記録モジュールにより前記標記開始指令に従って標記イベントを確立するとともに
、前記標記イベントのパラメータを記録した後、標記終了指令を受信する第２の受信モジ
ュールと、
　前記第２の受信モジュールにより受信された前記標記終了指令に従って前記標記イベン
トのパラメータに対する記録を完了して、標記データ構造を取得する第１の生成モジュー
ルと、
　前記オーディオデータと前記第１の生成モジュールにより生成された前記標記データ構
造を記憶して、オーディオファイルを取得する第２の生成モジュールと、
　を含む録音装置を提供する。
【０００９】
　第４の形態によれば、本発明の実施例は、
　オーディオデータと、前記オーディオデータに対応し、前記オーディオデータを録音す
る過程で前記オーディオデータを標記する標記イベントのパラメータを記録する少なくと
も一つの標記データ構造とを含むオーディオファイルを取得する第２の取得モジュールと
、
　前記第２の取得モジュールにより取得された前記オーディオデータを再生する過程で前
記少なくとも一つの標記データ構造に記録された標記イベントをラベル付けするラベル付
けモジュールと、
　を含む再生装置を提供する。
【００１０】
　第５の形態によれば、本発明の実施例は、第３の形態に記載の録音装置を含む録音端末
を提供する。
【００１１】
　第６の形態によれば、本発明の実施例は、第４の形態に記載の再生装置を含む再生端末
を提供する。
【００１２】
　第７の形態によれば、本発明の実施例は、第５の形態に記載の録音端末と第６の形態に
記載の再生端末を含むオーディオシステムを提供する。
【００１３】
　第８の形態によれば、本発明の実施例は、オーディオデータと、前記オーディオデータ
に対応する少なくとも一つの、前記オーディオデータに対応し前記オーディオデータを標
記する標記イベントのパラメータを記録する標記データ構造と、を含むオーディオファイ
ルを提供する。
　第９の形態によれば、プロセッサに実行されることにより、前記の録音方法及び前記の
再生方法を実現するプログラムを提供する。
　第１０の形態によれば、前記のプログラムが記録された記録媒体を提供する。
【００１４】
　本発明は、オーディオデータを録音する過程で標記開始指令を受信することと、前記標
記開始指令に従って、前記オーディオデータを標記するための標記イベントを確立すると
ともに、前記標記イベントのパラメータを記録することと、標記終了指令を受信すること
と、前記標記終了指令に従って前記標記イベントのパラメータに対する記録を完了して、
標記データ構造を取得することと、前記オーディオデータと前記標記データ構造を記憶し
て、オーディオファイルを取得することにより、繰り返して試聴することによりオーディ
オデータから所定の内容を探す操作が繁雑で、情報取得効率が低下したという問題を解決
し、情報取得効率を高めるという効果を達成する。
【００１５】
　以上の一般的な説明及び後述の詳細な説明は、例示的なものに過ぎず、本発明を限定す
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るものではないことを理解すべきである。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
　以下、本発明の実施例の解決手段をより明確に説明するために、実施例の説明に必要な
図面を簡単に説明し、以下の図面は本発明のいくつかの実施例だけを説明し、当業者にと
って、創造的工夫をしなくても、これらの図面から他の図面を得られることも明らかであ
る。
【図１】図１は、本発明の一つの実施例に係る録音方法の例示的な構造ブロック図である
。
【図２】図２は、本発明の他の実施例に係る録音方法の例示的な方法フローチャートであ
る。
【図３】図３は、本発明の一つの実施例に係る再生方法の例示的な方法フローチャートで
ある。
【図４】図４は、本発明の他の実施例に係る再生方法の例示的な方法フローチャートであ
る。
【図５】図５は、本発明のさらに他の実施例に係る再生方法の例示的な方法フローチャー
トである。
【図６】図６は、本発明の一つの実施例に係る録音装置の例示的な構造ブロック図である
。
【図７】図７は、本発明の他の実施例に係る録音装置の例示的な構造ブロック図である。
【図８】図８は、本発明の一つの実施例に係る再生装置の例示的な構造ブロック図である
。
【図９】図９は、本発明の他の実施例に係る再生装置の例示的な構造ブロック図である。
【図１０】図１０は、本発明のさらに他の実施例に係る再生装置の例示的な構造ブロック
図である。
【図１１】図１１は、本発明の一つの実施例に係る端末の例示的な構造ブロック図である
。
【図１２】図１２は、本発明の一つの実施例に係るオーディオシステムの例示的な構造ブ
ロック図である。
【００１７】
　上記図面から本発明の明確な実施例を例示し、以下、詳しく記述する。これらの図面と
文字記述は本発明の思想の範囲を制限するものではなく、特定の実施例を参照することに
よって、当業者に本発明の概念を理解させるためのものである。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の目的、解決手段及び利点をより明確にさせるために、図面に基づいて本
発明の実施形態についてさらに詳しく説明する。
【００１９】
　図１は、本発明の一つの実施例に係る録音方法を示す方法フローチャートであり、該録
音方法は、スマートテレビ、スマートフォン又はタブレットＰＣ等の録音端末に適用され
る。該録音方法は、以下のステップを含む。
【００２０】
　ステップ１０１、オーディオデータを録音する過程で標記開始指令を受信する。
　そのうち、オーディオデータとは、シーンでの音声情報を収集して得られたデータをい
う。標記開始指令は、オーディオデータに対する標記をトリガーし、ユーザによりトリガ
ーしても、端末で自動的にトリガーしてもよく、本実施例では、標記開始指令のトリガー
方式を限定しない。
【００２１】
　ステップ１０２、標記開始指令に従って標記イベントを確立するとともに、オーディオ
データを標記するための標記イベントのパラメータを記録する。
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【００２２】
　録音端末は、受信された標記開始指令に従って標記イベントの確立をトリガーすること
ができる。そのうち、標記イベントは、オーディオデータを標記することにより、オーデ
ィオデータは、標記を介して検索される。例えば、オーディオデータにおけるある部分の
オーディオを標記する等がある。
【００２３】
　ステップ１０３、標記終了指令を受信する。
　そのうち、標記終了指令は、標記イベントの終了をトリガーし、ユーザによりトリガー
しても、端末で自動的にトリガーしてもよく、本実施例では、標記終了指令のトリガー方
式を限定しない。
【００２４】
　ステップ１０４、標記終了指令に従って標記イベントのパラメータの記録を完了して、
標記データ構造を取得する。
【００２５】
　録音端末は、受信された標記終了指令に従って標記イベントの確立を終了するとともに
、取得された標記イベントのパラメータの記録を完了し、該標記イベントのパラメータは
少なくとも一つである。
【００２６】
　標記イベントが少なくとも一つであるので、録音端末は、標記イベントのパラメータを
記憶する場合、パラメータ名をインデックスとしてパラメータを記憶し、即ち、すべての
標記イベントの同一のパラメータを一つのディレクトリに記憶することができる。一つの
実施例では、標記イベントのパラメータを探しやすく、標記イベントのロード効率を高め
るために、録音端末標記イベントをインデックスとしてパラメータを記憶し、即ち、同一
の標記イベントのすべてのパラメータを一つのディレクトリに記憶することができ、この
ように標記データ構造を取得することができる。
【００２７】
　ステップ１０５、オーディオデータと標記データ構造を記憶して、オーディオファイル
を取得する。
　そのうち、録音端末は、オーディオデータを標記データ構造とともに記憶することがで
き、或いは、一つの実施例では、端末は、オーディオデータと標記データ構造を個別に記
憶することにより、同一の構造のデータを管理することができ、本実施例では、オーディ
オデータと標記データ構造の記憶方式を限定しない。
【００２８】
　録音端末は、標記データ構造を記憶した後、標記開始指令を受信したか否かを引き続き
検出し、標記開始指令を再度受信すれば、標記イベントを引き続き確立する。そのため、
オーディオファイルは、録音して得られたオーディオデータと、前記オーディオデータを
録音する過程で得られた少なくとも一つの標記データ構造とを含み、標記データ構造と標
記イベントは一対一対応する。
【００２９】
　以上をまとめると、本発明の実施例に係る録音方法は、オーディオデータを録音する過
程で標記開始指令を受信することと、前記標記開始指令に従って、前記オーディオデータ
を標記するための標記イベントを確立するとともに、前記標記イベントのパラメータを記
録することと、標記終了指令を受信することと、前記標記終了指令に従って前記標記イベ
ントのパラメータに対する記録を完了して、標記データ構造を取得することと、前記オー
ディオデータと前記標記データ構造を記憶して、オーディオファイルを取得することによ
り、繰り返して試聴することによりオーディオデータから所定の内容を探す操作が繁雑で
、情報取得効率が低下したという問題を解決し、情報取得効率を高める。
【００３０】
　図２は、本発明の他の実施例に係る録音方法を示す方法フローチャートであり、該録音
方法は、スマートテレビ、スマートフォン又はタブレットＰＣ等の録音端末に適用される
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。該録音方法は、以下のステップを含む。
【００３１】
　ステップ２０１、オーディオデータを録音する過程で標記開始指令を受信する。
　そのうち、オーディオデータとは、シーンでの音声情報を収集して得られたデータをい
う。標記開始指令は、オーディオデータに対する標記をトリガーし、ユーザによりトリガ
ーしても、端末で自動的にトリガーしてもよく、本実施例では、標記開始指令のトリガー
方式を限定しない。
【００３２】
　ステップ２０２、標記開始指令に従って標記イベントを確立するとともに、オーディオ
データを標記するための標記イベントのパラメータを記録する。
【００３３】
　録音端末は、受信された標記開始指令に従って標記イベントの確立をトリガーすること
ができる。そのうち、標記イベントは、オーディオデータを標記することにより、オーデ
ィオデータは、標記を介して検索される。例えば、オーディオデータにおけるある部分の
オーディオを標記する等がある。
【００３４】
　標記イベントは、少なくとも一つのパラメータを含むことにより、オーディオデータを
再生する場合、該パラメータに従って標記イベントをロードすることができる。そのため
、録音端末で標記イベントを確立した後、標記イベントのパラメータを記録する必要もあ
る。そのうち、標記イベントのパラメータを記録することは、以下を含む：
　イベントＩＤ、オーディオＩＤ及び標記開始時刻を記録し、該イベントＩＤは標記イベ
ントにＩＤを付与するためのものであり、該オーディオＩＤはオーディオデータにＩＤを
付与し、該標記開始時刻は、標記イベントをラベル付けし始めた時のオーディオデータの
録音時刻を記録する。
【００３５】
　イベントＩＤ「Ｅｖｅｎｔ　ＩＤ」は、所定の機器により割り当てることにより、標記
イベントにＩＤを付与する。該所定の機器は、録音端末でも、標記イベントの管理機器で
もよく、例えば、データベース又はサーバ等である。イベントＩＤは、標記イベントを確
立した後、且つ標記イベントの確立を完了する前の任意の時刻で記録することができる。
【００３６】
　オーディオＩＤ「Ｆｉｌｅ　ＩＤ」は、所定の機器により確定することにより、該標記
イベントに対応するオーディオデータにＩＤを付与してもよい。オーディオＩＤは、ファ
イル名でも、ファイル名に対してハッシュ演算を行って得られたハッシュ値等でもよく、
本実施例では限定しない。オーディオＩＤは、標記イベントを確立した後、且つ標記イベ
ントの確立を完了する前の任意の時刻で記録することができる。
【００３７】
　標記開始時刻「Ｓｔａｒｔ　Ｔｉｍｅ」は、録音端末で記録された標記イベントを確立
する時刻であり、該時刻はオーディオデータの録音時刻に対する時刻である。例えば、オ
ーディオデータの録音時間が３分間となる時に標記イベントを確立するとすれば、録音端
末で記録された標記開始時刻は３分の時刻である。
【００３８】
　ステップ２０３、標記イベントのパラメータに標記類型がさらに含まれれば、標記開始
指令における標記要求を取得する。
【００３９】
　オーディオデータを標記する方式は多種あるため、録音端末は標記イベントを分類し、
類型に従って標記イベントのパラメータを設定することにより、パラメータがより標記イ
ベントの特徴に合致し、標記イベントの多種の実施の形態を提供し、オーディオデータの
標記方式を豊かにすることもできる。
【００４０】
　本実施例では、録音端末は、インタラクションにより標記要求を取得することができ、



(12) JP 6186443 B2 2017.8.23

10

20

30

40

50

該標記要求は、標記イベントの類型を確定する。一つの実施例では、標記要求を標記開始
指令に持つことができるため、標記開始指令に従って標記要求を取得することにより、操
作を節約することができる。
【００４１】
　ステップ２０４、標記要求に従って、重点標記と挿入標記のうち少なくとも一種を含む
標記類型を確定する。該重点標記は、標記開始時刻と標記終了時刻で確定された標記対象
オーディオデータを標記するためのものであり、該挿入標記は、標記開始時刻と標記終了
時刻で確定された標記対象オーディオデータの表示イベントを標記するためのものであり
、表示イベントは所定の内容を表示することを含む。
【００４２】
　標記類型が重点標記であれば、オーディオデータにおけるある部分のオーディオを提示
することができる。例えば、オーディオデータにおける録音時刻が３分から５分までのオ
ーディオフラグメントを提示し、再生プログレスバーを予めロードするとともに、３分か
ら５分までのプログレスバーを太くし、表示色を変更する等を行い、或いは、音声、画像
又は文字によって該オーディオフラグメントを提示する等を行うことができる。
【００４３】
　標記類型が挿入標記であれば、オーディオデータの再生過程で所定の内容を表示するこ
とができ、該所定の内容は画像、文字又はビデオ等を含むことができる。
【００４４】
　本実施例では、録音端末は、所定の数値によって標記類型「Ｅｖｅｎｔ　Ｔｙｐｅ」を
マークすることができ、例えば、「Ｅｖｅｎｔ　Ｔｙｐｅ」の数値を０に設定して重点標
記をマークし、「Ｅｖｅｎｔ　Ｔｙｐｅ」の数値を１に設定して挿入標記をマークする等
が挙げられ、本実施例では、標記類型の設定方式を限定しない。
【００４５】
　さらに、標記類型が挿入標記であれば、標記イベントのパラメータは、所定の内容の記
憶経路と所定の内容の所定の表示時間長さのうち前の一種又はすべての両種を含んでもよ
い。
【００４６】
　標記類型が挿入標記であれば、録音端末は、所定の内容の記憶経路「Ｅｖｅｎｔ　Ｐａ
ｔｈ」を取得する必要もあり、これにより該記憶経路を介して、挿入された所定の内容を
取得する。そのうち、記憶経路を取得する方法は多種あり、例えば、デフォルトの記憶経
路、予め設定された記憶経路、又は、所定のプログラムを呼び出して該所定の内容を取得
する場合に所定のプログラムにおけるファイルを取得する記憶経路等が挙げられる。標記
イベントは画像を挿入することであると仮定すれば、カメラを呼び出して写真を取るとと
もに、カメラの写真記憶経路を記憶経路として確定することができる。
【００４７】
　一つの実施例では、録音端末は、所定の内容の所定の表示時間長さを設定することによ
り、該所定の表示時間長さに基づいて所定の内容の表示時間長さを確定し、表示の効果を
最適化してもよい。例えば、デフォルトの表示時間長さを設定するか、又は、ユーザの入
力に従って表示時間長さを設定する等が挙げられ、本実施例では限定しない。
【００４８】
　補充して説明すべきことは、標記イベントのパラメータは、標記イベントを説明するた
めの注釈を含んでもよい。
【００４９】
　本実施例では、録音端末は、各標記イベントに対して注釈を設定することにより、ユー
ザが該注釈に従って標記イベントを明確にしてもよい。該注釈は、例えば標記イベントの
イベント名称等である。
【００５０】
　ステップ２０５、標記終了指令を受信する。
　そのうち、標記終了指令は、標記イベントの終了をトリガーし、ユーザによりトリガー
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しても、端末で自動的にトリガーしてもよく、本実施例では、標記終了指令のトリガー方
式を限定しない。
【００５１】
　ステップ２０６、標記終了指令に従って標記イベントのパラメータの記録を完了して、
標記データ構造を取得する。
　そのうち、標記終了指令に従って標記イベントのパラメータの記録を完了することは、
以下を含んでよい。
【００５２】
　標記イベントのラベル付けを終了した時のオーディオデータの録音時刻を記録する標記
終了時刻を記録する。
【００５３】
　標記終了時刻「Ｅｎｄ　Ｔｉｍｅ」は、録音端末で記録された標記イベントの確立を完
了した時刻であり、該時刻はオーディオデータの録音時刻に対応する。例えば、オーディ
オデータの録音時間が１５分間である時に標記イベントの確立を完了すれば、録音端末で
記録された標記終了時刻は１５分の時刻である。
【００５４】
　補充して説明すべきことは、標記類型が挿入類型であれば、標記終了時刻が標記開始時
刻と同じでもよく、即ち、記録された標記開始時刻を読み取り、かつ該時刻を標記終了時
刻として確定する。或いは、標記終了時刻は、標記開始時刻と異なってもよく、この場合
、標記終了指令を受信した時刻を記録するとともに、該時刻を標記終了時刻として確定す
ることができる。
【００５５】
　録音端末は、受信された標記終了指令に従って標記イベントの確立を終了するとともに
、取得された標記イベントのパラメータの記録を完了し、該標記イベントのパラメータは
少なくとも一つである。
【００５６】
　標記イベントが少なくとも一つであるので、録音端末は、標記イベントのパラメータを
記憶する場合、パラメータ名をインデックスとしてパラメータを記憶し、即ち、すべての
標記イベントの同一のパラメータを一つのディレクトリに記憶することができる。一つの
実施例では、標記イベントのパラメータを探しやすく、標記イベントのロード効率を高め
るために、録音端末標記イベントをインデックスとしてパラメータを記憶し、即ち、同一
の標記イベントのすべてのパラメータを一つのディレクトリに記憶することができ、この
ように標記データ構造を取得することができる。
【００５７】
　ステップ２０７、オーディオデータと標記データ構造を記憶して、オーディオファイル
を取得する。
　そのうち、録音端末は、オーディオデータを標記データ構造とともに記憶することがで
き、或いは、一つの実施例では、端末は、オーディオデータと標記データ構造を個別に記
憶することにより、同一の構造のデータを管理することができ、本実施例では、オーディ
オデータと標記データ構造の記憶方式を限定しない。
【００５８】
　録音端末は、標記データ構造を記憶した後、標記開始指令を受信したか否かを引き続き
検出し、標記開始指令を再度受信すれば、標記イベントを引き続き確立する。そのため、
オーディオファイルは、録音して得られたオーディオデータと、前記オーディオデータを
録音する過程で得られた少なくとも一つの標記データ構造とを含み、標記データ構造と標
記イベントは一対一対応する。
【００５９】
　以上をまとめると、本発明の実施例に係る録音方法は、オーディオデータを録音する過
程で標記開始指令を受信することと、前記標記開始指令に従って、前記オーディオデータ
を標記するための標記イベントを確立するとともに、前記標記イベントのパラメータを記
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録することと、標記終了指令を受信することと、前記標記終了指令に従って前記標記イベ
ントのパラメータに対する記録を完了して、標記データ構造を取得することと、前記オー
ディオデータと前記標記データ構造を記憶して、オーディオファイルを取得することによ
り、繰り返して試聴することによりオーディオデータから所定の内容を探す操作が繁雑で
、情報取得効率が低下したという問題を解決し、情報取得効率を高める。また、標記開始
指令における標記要求を取得して、標記要求に従って標記類型を確定することにより、オ
ーディオデータを録音する過程で表示イベントを標記し、オーディオデータを再生する場
合に所定の内容を表示することを実現し、オーディオデータに基づいてシーンでの表示内
容を再生できないという問題を解決し、表示内容に基づいて情報取得効率を高めるという
効果を達成することができる。
【００６０】
　図３は、本発明の一つの実施例に係る再生方法を示す方法フローチャートであり、該再
生方法は、スマートテレビ、スマートフォン又はタブレットＰＣ等の録音端末に適用され
る。該再生方法は、以下のステップを含む。
【００６１】
　ステップ３０１、オーディオデータと、オーディオデータに対応し、オーディオデータ
を録音する過程でオーディオデータを標記する標記イベントのパラメータを記録する少な
くとも一つの標記データ構造とを含むオーディオファイルを取得する。
【００６２】
　そのうち、オーディオデータとは、シーンでの音声情報を収集して得られたデータをい
う。オーディオデータを録音する過程で、標記イベントを確立するとともに、標記イベン
トのパラメータを記録して、標記データ構造を取得することができる。該標記データ構造
は、少なくとも一つであり、標記イベントに一対一対応する。
【００６３】
　再生端末がオーディオファイルを取得する方法は、オーディオファイルの記憶方式に関
わり、例えば、オーディオデータを標記データ構造とともに記憶すれば、再生端末はオー
ディオデータを標記データ構造とともに取得することができ、オーディオデータと標記デ
ータ構造を別個に記憶すれば、再生端末は、まずオーディオデータを取得し、次にオーデ
ィオデータに基づいて該オーディオデータに対応する標記データ構造を取得することがで
き、本実施例では、オーディオファイルの取得方式を限定しない。
【００６４】
　ステップ３０２、オーディオデータを再生する過程で少なくとも一つの標記データ構造
に記録された標記イベントをラベル付けする。
【００６５】
　再生端末は、取得された標記データ構造に基づいて標記イベントを確定するとともに、
オーディオデータを再生する過程で、標記イベントをラベル付けすることができる。例え
ば、オーディオデータにおけるある部分のオーディオを標記する等がある。
【００６６】
　以上をまとめると、本発明の実施例に係る再生方法は、オーディオデータと、前記オー
ディオデータに対応し、前記オーディオデータを録音する過程で前記オーディオデータを
標記する標記イベントのパラメータを記録する少なくとも一つの標記データ構造とを含む
オーディオファイルを取得することと、前記オーディオデータを再生する過程で前記少な
くとも一つの標記データ構造に記録された標記イベントをラベル付けすることにより、繰
り返して試聴することによりオーディオデータから所定の内容を探す操作が繁雑で、情報
取得効率が低下したという問題を解決し、情報取得効率を高めるという効果を達成する。
【００６７】
　図４は、本発明の他の実施例に係る再生方法を示す方法フローチャートであり、該再生
方法は、スマートテレビ、スマートフォン又はタブレットＰＣ等の再生端末に適用される
。該再生方法は、以下のステップを含む。
【００６８】
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　ステップ４０１、オーディオデータと、オーディオデータに対応し、オーディオデータ
を録音する過程でオーディオデータを標記する標記イベントのパラメータを記録する少な
くとも一つの標記データ構造とを含むオーディオファイルを取得する。
【００６９】
　そのうち、オーディオデータとは、シーンでの音声情報を収集して得られたデータをい
う。オーディオデータを録音する過程で、標記イベントを確立するとともに、標記イベン
トのパラメータを記録して、標記データ構造を取得することができる。該標記データ構造
は、少なくとも一つであり、標記イベントに一対一対応する。
【００７０】
　再生端末がオーディオファイルを取得する方法は、オーディオファイルの記憶方式に関
わり、例えば、オーディオデータを標記データ構造とともに記憶すれば、再生端末はオー
ディオデータを標記データ構造とともに取得することができ、オーディオデータと標記デ
ータ構造を別個に記憶すれば、再生端末は、まずオーディオデータを取得し、次にオーデ
ィオデータに基づいて該オーディオデータに対応する標記データ構造を取得することがで
き、本実施例では、オーディオファイルの取得方式を限定しない。
【００７１】
　オーディオデータと標記データ構造を別個に記憶すれば、標記データ構造は、オーディ
オデータにＩＤを付与するためのオーディオＩＤを含み、オーディオファイルを取得する
ことは、以下を含むことができる。
【００７２】
　オーディオデータとオーディオデータのオーディオＩＤを取得する。
【００７３】
　標記データ構造に含まれたオーディオＩＤにおいて、取得されたオーディオデータのオ
ーディオＩＤと同一のオーディオＩＤを探す。
【００７４】
　探したオーディオＩＤが属する少なくとも一つの標記データ構造を取得する。
【００７５】
　オーディオデータに標記イベントが存在するか否かを明確にするために、再生端末は、
再生対象のオーディオデータを取得した後、該オーディオデータに対応する標記データ構
造を探す必要がある。一つの実施例では、再生端末は、オーディオデータにＩＤを付与す
るためのオーディオＩＤに基づいて標記データ構造を探すことができる。
【００７６】
　録音端末は、オーディオデータを録音する場合にオーディオＩＤを生成し記憶すること
ができる。さらに、録音端末は、該オーディオＩＤを該オーディオデータに対応する標記
データ構造に付加することもでき、再生端末が再生対象のオーディオデータを選定した後
、該オーディオデータのオーディオＩＤを取得するとともに、該取得されたオーディオＩ
Ｄを含むすべての標記データ構造を探し、探した標記データ構造を該オーディオデータに
対応する標記データ構造として確定する。
【００７７】
　そのうち、オーディオＩＤ「Ｆｉｌｅ　ＩＤ」は、ファイル名、又はファイル名に対し
てハッシュ演算を行って得られたハッシュ値等でよく、本実施例では限定しない。
【００７８】
　ステップ４０２、各標記データ構造について、標記イベントにＩＤを付与するための、
標記データ構造のイベントＩＤに基づいて標記イベントを確定する。
【００７９】
　本実施例では、標記データ構造にイベントＩＤ「Ｅｖｅｎｔ　ＩＤ」が含まれれば、再
生端末は、イベントＩＤに基づいて標記イベントを確定することができる。
【００８０】
　ステップ４０３、確定された標記イベントにおける標記開始時刻と標記終了時刻に基づ
いて標記対象オーディオデータを確定し、該標記開始時刻は、標記イベントをラベル付け
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し始めた時のオーディオデータの録音時刻を記録し、該標記終了時刻は、標記イベントの
ラベル付けを終了した時のオーディオデータの録音時刻を記録する。
【００８１】
　本実施例では、標記データ構造に標記開始時刻と標記終了時刻が含まれれば、再生端末
は、標記開始時刻と標記終了時刻に基づいて標記対象オーディオデータを確定することが
できる。
【００８２】
　標記開始時刻が標記終了時刻と異なれば、標記対象データはオーディオフラグメントで
ある。例えば、標記開始時刻がオーディオデータ再生の３分の時刻であり、標記終了時刻
がオーディオデータ再生の５分の時刻であれば、標記対象オーディオデータは、録音時刻
が３分から５分までのオーディオフラグメントである。
【００８３】
　標記開始時刻が標記終了時刻と同じであれば、標記対象オーディオデータがオーディオ
ポイントである。例えば、標記開始時刻と標記終了時刻がいずれもオーディオデータ再生
の６分の時刻であれば、標記対象オーディオデータは、録音時刻が６分のオーディオポイ
ントである。
【００８４】
　ステップ４０４、標記対象オーディオデータをラベル付けする。
【００８５】
　再生端末は、標記対象オーディオデータを確定した後、確定された標記イベントに基づ
いて該標記対象オーディオデータを標記することができる。
【００８６】
　オーディオデータの標記方式を豊かにするために、録音端末は、多種の標記イベントを
割り当てるとともに、標記データ構造に標記イベントの標記類型を記録してもよい。その
ため、標記データ構造は標記類型をさらに含み、標記類型は重点標記と挿入標記のうち少
なくとも一種を含み、重点標記は、標記開始時刻と標記終了時刻で確定された標記対象オ
ーディオデータを標記するためのものであり、挿入標記は、標記開始時刻と標記終了時刻
で確定された標記対象オーディオデータの表示イベントを標記するためのものであり、表
示イベントは所定の内容を表示することを含む。
【００８７】
　該方法はさらに、
　標記類型を読み取ることを含み、
　標記対象オーディオデータをラベル付けすることは、
　読み取った標記類型が重点標記であれば、標記対象オーディオデータを重点提示するこ
とと、
　読み取った標記類型が挿入標記であれば、標記対象オーディオデータの直前の標記イベ
ントの標記終了時刻と次の標記イベントの標記開始時刻との間の時刻である所定の時刻で
所定の内容を表示することと、
　を含む。
【００８８】
　本実施例では、再生端末は、所定の規則と読み取った数値に基づいて標記類型「Ｅｖｅ
ｎｔ　Ｔｙｐｅ」を確定することができる。例えば、所定の規則は「Ｅｖｅｎｔ　Ｔｙｐ
ｅ」の数値を０に設定して重点標記をマークし、「Ｅｖｅｎｔ　Ｔｙｐｅ」の数値を１に
設定して挿入標記をマークすることである場合、再生端末が読み取った数値が０であれば
、重点標記として確定し、再生端末が読み取った数値が１であれば、挿入標記として確定
し、本実施例では、標記類型の読取り方式を限定しない。
【００８９】
　標記類型が重点標記であれば、オーディオデータにおけるある部分のオーディオを提示
することができる。例えば、オーディオデータにおける録音時刻が３分から５分までのオ
ーディオフラグメントを提示し、再生端末は、再生プログレスバーを予めロードするとと
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もに、３分から５分までのプログレスバーを太くし、表示色を変更する等を行い、或いは
、再生端末は、音声、画像又は文字によって該オーディオフラグメントを提示する等を行
うことができる。
【００９０】
　標記類型が挿入標記であれば、オーディオデータの再生過程で所定の内容を表示するこ
とができ、該所定の内容は画像、文字又はビデオ等を含むことができる。そのうち、再生
端末は、所定の時刻で再生プログレスバーの対応位置に該所定の内容を表示することがで
きる。効果を強化するために、再生端末は、該所定の内容を全画面表示することができる
。
【００９１】
　該標記イベントに直前の標記イベントと次の標記イベントが存在すれば、所定の時刻は
、直前の標記イベントの表示停止時刻と次の標記イベントの表示開始時刻との間の任意の
時刻でよく、該標記イベントに直前の標記イベントが存在しなければ、所定の時刻は次の
標記イベントの表示開始時刻の前の任意の時刻であり、該標記イベントに次の標記イベン
トが存在しなければ、所定の時刻は直前の標記イベントの表示停止時刻の後の任意の時刻
である。そのうち、表示開始時刻は標記開始時刻でよく、表示停止時刻は標記終了時刻で
よい。
【００９２】
　さらに、表示効果を最適化するために、所定の表示時間長さを設定してもよく、該所定
の表示時間長さはデフォルトの表示時間長さでもよく、ユーザの入力に従って設定された
表示時間長さ等でもよく、本実施例では限定しない。そのため、標記データ構造は所定の
内容の所定の表示時間長さをさらに含み、所定の時刻で所定の内容を表示することは、
　所定の時刻に基づいて後向きに所定の表示時間長さを位置決定して、第１の停止時刻を
取得することと、
　第１の停止時刻が次の標記イベントの標記開始時刻よりも小さければ、所定の内容を所
定の時刻から第１の停止時刻までに表示することと、
　第１の停止時刻が次の標記イベントの標記開始時刻よりも大きければ、所定の内容を所
定の時刻から、所定の時刻よりも大きく、次の標記イベントの標記開始時刻以下である第
２の停止時刻までに表示することと、
　を含んでよい。
【００９３】
　例えば、所定の表示時刻がオーディオデータ再生の３０秒であり、所定の表示時間長さ
が５０秒間であれば、第１の停止時刻をオーディオデータ再生の８０秒として確定するこ
とができ、次の標記イベントの標記開始時刻が１００秒であれば、第１の停止時刻をオー
ディオデータ再生の８０秒として確定することができ、次の標記イベントの標記開始時刻
がオーディオデータ再生の８０秒よりも小さい７０秒であれば、第２の停止時刻を（３０
秒、７０秒）の間のいずれか一つの時刻として確定することができる。
【００９４】
　標記データ構造は、所定の内容の記憶経路をさらに含み、該方法はさらに、
　記憶経路に基づいて所定の内容を取得することを含む。
【００９５】
　再生端末は、所定の内容を表示する前に、標記データ構造における記憶経路を取得する
とともに、該記憶経路に基づいて所定の内容を取得する必要もある。そのうち、記憶経路
は、デフォルトの記憶経路でもよく、予め設定された記憶経路でもよく、所定のプログラ
ムを呼び出して所定の内容を取得する場合の該所定のプログラムにおけるファイルの記憶
経路等でもよい。標記イベントが画像を挿入するとともにカメラを呼び出して写真を撮影
することであると仮定すれば、記憶経路は、カメラに写真を記憶する経路である。
【００９６】
　補充して説明すべきことは、標記データ構造は、標記イベントを説明するための注釈を
さらに含み、該方法は、注釈を読み取ることを含んでもよい。



(18) JP 6186443 B2 2017.8.23

10

20

30

40

50

【００９７】
　本実施例では、再生端末は、標記データ構造におけるラベル付けを読み取るとともに、
該ラベル付けを表示することにより、ユーザが該注釈に基づいて標記イベントを明確に確
定してもよい。該注釈は、例えば標記イベントのイベント名称等である。
【００９８】
　再生端末は、オーディオデータを再生する過程で、各標記データ構造について、該標記
データ構造に対してステップ４０２ないし４０４を実行することにより、標記イベントに
対するラベル付けを完了することができる。
【００９９】
　さらに、再生端末は、オーディオデータをロードする過程で標記イベントをラベル付け
してもよく、再生端末は、標記対象オーディオデータを再生する時に標記イベントをラベ
ル付けしてもよく、本実施例では限定しない。
【０１００】
　一つの実施例では、オーディオデータをロードする過程で標記イベントをラベル付けし
、かつ標記類型が挿入標記であれば、各オーディオポイントに対して所定の内容のサムネ
イル等の内容を表示して、他の標記イベントのラベル付けに妨害を生じるという問題を避
けることにより、ラベル付け効果を高めることができる。
【０１０１】
　以上をまとめると、本発明の実施例に係る再生方法は、オーディオデータと、前記オー
ディオデータに対応し、前記オーディオデータを録音する過程で前記オーディオデータを
標記する標記イベントのパラメータを記録する少なくとも一つの標記データ構造とを含む
オーディオファイルを取得することと、前記オーディオデータを再生する過程で前記少な
くとも一つの標記データ構造に記録された標記イベントをラベル付けすることにより、繰
り返して試聴することによりオーディオデータから所定の内容を探す操作が繁雑で、情報
取得効率が低下したという問題を解決し、情報取得効率を高めるという効果を達成する。
また、前記標記類型を読み取り、読み取った前記標記類型が前記挿入標記であれば、所定
の時刻で前記所定の内容を表示することにより、オーディオデータを再生する場合に所定
の内容を表示することを実現し、オーディオデータに基づいてシーンでの表示内容を再生
できないという問題を解決し、表示内容に基づいて情報取得効率を高めるという効果を達
成することができる。
【０１０２】
　図５は、本発明のさらに他の実施例に係る再生方法を示す方法フローチャートであり、
該再生方法は、スマートテレビ、スマートフォン又はタブレットＰＣ等の再生端末に適用
される。該再生方法は、以下のステップを含む。
【０１０３】
　ステップ５０１、オーディオデータと、オーディオデータに対応し、オーディオデータ
を録音する過程でオーディオデータを標記する標記イベントのパラメータを記録する少な
くとも一つの標記データ構造とを含むオーディオファイルを取得する。
【０１０４】
　再生端末がオーディオファイルを取得する方法は、オーディオファイルの記憶方式に関
わり、例えば、オーディオデータを標記データ構造とともに記憶すれば、再生端末はオー
ディオデータを標記データ構造とともに取得することができ、オーディオデータと標記デ
ータ構造を別個に記憶すれば、再生端末は、まずオーディオデータを取得し、次にオーデ
ィオデータに基づいて該オーディオデータに対応する標記データ構造を取得することがで
き、本実施例では、オーディオファイルの取得方式を限定しない。
【０１０５】
　オーディオデータと標記データ構造を別個に記憶すれば、標記データ構造は、オーディ
オデータにＩＤを付与するためのオーディオＩＤを含み、オーディオファイルを取得する
ことは、
　オーディオデータとオーディオデータのオーディオＩＤを取得することと、
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　標記データ構造に含まれたオーディオＩＤにおいて、取得されたオーディオデータのオ
ーディオＩＤと同一のオーディオＩＤを探すことと、
　探したオーディオＩＤが属する少なくとも一つの標記データ構造を取得することと、
　を含んでよい。
【０１０６】
　再生端末がオーディオファイルを取得するという内容の詳細は、ステップ４０１での説
明を参照し、ここで再度説明しない。
【０１０７】
　ステップ５０２、各標記データ構造について、標記イベントにＩＤを付与するための、
標記データ構造のイベントＩＤに基づいて標記イベントを確定する。
【０１０８】
　本実施例では、標記データ構造にイベントＩＤ「Ｅｖｅｎｔ　ＩＤ」が含まれれば、再
生端末は、イベントＩＤに基づいて標記イベントを確定することができる。
【０１０９】
　ステップ５０３、確定された少なくとも一つの標記イベントから一つの標記イベントを
選定する。
【０１１０】
　再生端末は、各イベントＩＤに基づいて標記イベントを確定するとともに、確定された
すべての標記イベントを表示することにより、ユーザは、表示されたすべての標記イベン
トから一つの標記イベントを選択して、該標記イベントをラベル付けすることができる。
【０１１１】
　ステップ５０４、選定された標記イベントにおける標記開始時刻と標記終了時刻に基づ
いて標記対象オーディオデータを確定し、該標記開始時刻は、標記イベントをラベル付け
し始めた時のオーディオデータの録音時刻を記録し、該標記終了時刻は、標記イベントの
ラベル付けを終了した時のオーディオデータの録音時刻を記録する。
【０１１２】
　そのうち、選定された標記イベントにおける標記開始時刻と標記終了時刻に基づいて標
記対象オーディオデータを確定する流れは、確定された標記イベントにおける標記開始時
刻と標記終了時刻に基づいて標記対象オーディオデータを確定する流れと同じであり、そ
の詳細はステップ４０３での説明を参照し、ここで再度説明しない。
【０１１３】
　ステップ５０５、標記対象オーディオデータに移行するとともに、標記対象オーディオ
データをラベル付けする。
【０１１４】
　再生端末は、選定された標記イベントのリンクを取得するとともに、該リンクに基づい
て該標記イベントに対応する標記対象オーディオデータに移行して、該標記対象オーディ
オデータをラベル付けするとともに、該標記対象オーディオデータを再生し始める。その
うち、標記対象イベントのリンクは、該標記イベントに対応する標記対象オーディオデー
タの箇所に移行するためのものであり、予め設定することができる。
【０１１５】
　オーディオデータの標記方式を豊かにするために、録音端末は、多種の標記イベントを
割り当てるとともに、標記データ構造に標記イベントの標記類型を記録してもよい。その
ため、標記データ構造は標記類型をさらに含み、標記類型は重点標記と挿入標記のうち少
なくとも一種を含み、重点標記は、標記開始時刻と標記終了時刻で確定された標記対象オ
ーディオデータを標記するためのものであり、挿入標記は、標記開始時刻と標記終了時刻
で確定された標記対象オーディオデータの表示イベントを標記するためのものであり、表
示イベントは所定の内容を表示することを含む。
【０１１６】
　方法はさらに、
　標記類型を読み取ることを含み、
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　標記対象オーディオデータをラベル付けすることは、
　読み取った標記類型が重点標記であれば、標記対象オーディオデータを重点提示するこ
とと、
　読み取った標記類型が挿入標記であれば、標記対象オーディオデータの直前の標記イベ
ントの標記終了時刻と次の標記イベントの標記開始時刻との間の時刻である所定の時刻で
所定の内容を表示することと、を含む。
【０１１７】
　再生端末が重点標記と挿入標記をラベル付けする方式の詳細は、ステップ４０４での説
明を参照し、ここで再度説明しない。
【０１１８】
　さらに、表示効果を最適化するために、所定の表示時間長さを設定してもよく、該所定
の表示時間長さはデフォルトの表示時間長さでもよく、ユーザの入力に従って設定された
表示時間長さ等でもよく、本実施例では限定しない。そのため、標記データ構造は所定の
内容の所定の表示時間長さをさらに含み、所定の時刻で所定の内容を表示することは、
　所定の時刻に基づいて後向きに所定の表示時間長さを位置決定して、第１の停止時刻を
取得することと、
　第１の停止時刻が次の標記イベントの標記開始時刻よりも小さければ、所定の内容を所
定の時刻から第１の停止時刻までに表示することと、
　第１の停止時刻が次の標記イベントの標記開始時刻よりも大きければ、所定の内容を所
定の時刻から、所定の時刻よりも大きく、次の標記イベントの標記開始時刻以下である第
２の停止時刻までに表示することと、
　を含んでよい。
【０１１９】
　標記データ構造は所定の内容の記憶経路をさらに含む。該方法は、
　記憶経路に基づいて所定の内容を取得することを含んでもよい。
【０１２０】
　再生端末は、所定の内容を表示する前に、標記データ構造における記憶経路を取得する
とともに、該記憶経路に基づいて所定の内容を取得する必要もある。そのうち、記憶経路
は、デフォルトの記憶経路でもよく、予め設定された記憶経路でもよく、所定のプログラ
ムを呼び出して所定の内容を取得する場合の該所定のプログラムにおけるファイルの記憶
経路等でもよい。標記イベントが画像を挿入するとともにカメラを呼び出して写真を撮影
することであると仮定すれば、記憶経路は、カメラに写真を記憶する経路である。
【０１２１】
　補充して説明すべきことは、標記データ構造は、標記イベントを説明するための注釈を
さらに含み、該方法は、注釈を読み取ることを含んでもよい。
【０１２２】
　本実施例では、再生端末は、標記データ構造におけるラベル付けを読み取るとともに、
該ラベル付けを表示することにより、ユーザが該注釈に基づいて標記イベントを明確に確
定してもよい。該注釈は、例えば標記イベントのイベント名称等である。さらに、再生端
末は、標記イベントを表示する場合に該注釈を表示することにより、ユーザが標記イベン
トを選択してもよい。
【０１２３】
　さらに、再生端末は、オーディオデータをロードする過程で標記イベントをラベル付け
してもよく、再生端末は、標記対象オーディオデータを再生する時に標記イベントをラベ
ル付けしてもよく、再生端末は、選定された標記イベントだけをラベル付けする等でもよ
く、本実施例では限定しない。
【０１２４】
　一つの実施例では、オーディオデータをロードする過程で標記イベントをラベル付けし
、かつ標記類型が挿入標記であれば、各オーディオポイントに対して所定の内容のサムネ
イル等の内容を表示して、他の標記イベントのラベル付けに妨害を生じるという問題を避
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けることにより、ラベル付け効果を高めることができる。
【０１２５】
　以上をまとめると、本発明の実施例に係る再生方法は、オーディオデータと、前記オー
ディオデータに対応し、前記オーディオデータを録音する過程で前記オーディオデータを
標記する標記イベントのパラメータを記録する少なくとも一つの標記データ構造とを含む
オーディオファイルを取得することと、前記オーディオデータを再生する過程で前記少な
くとも一つの標記データ構造に記録された標記イベントをラベル付けすることにより、繰
り返して試聴することによりオーディオデータから所定の内容を探す操作が繁雑で、情報
取得効率が低下したという問題を解決し、情報取得効率を高めるという効果を達成する。
また、前記標記類型を読み取り、読み取った前記標記類型が前記挿入標記であれば、所定
の時刻で前記所定の内容を表示することにより、オーディオデータを再生する場合に所定
の内容を表示することを実現し、オーディオデータに基づいてシーンでの表示内容を再生
できないという問題を解決し、表示内容に基づいて情報取得効率を高めるという効果を達
成することができる。
【０１２６】
　本発明の更なる実施例は、図１又は図２に示す録音方法により得られたオーディオファ
イルを提供する。該オーディオファイルは、
　オーディオデータとオーディオデータに対応する少なくとも一つの標記データ構造とを
含み、標記データ構造は、該オーディオデータに対応しオーディオデータを標記するため
の標記イベントのパラメータを記録する。
【０１２７】
　そのうち、標記データ構造と標記イベントは一対一対応する。
【０１２８】
　さらに、標記データ構造は、イベントＩＤ、オーディオＩＤ、標記開始時刻及び標記終
了時刻を含む。
【０１２９】
　イベントＩＤは、標記イベントにＩＤを付与するためのものである。
　オーディオＩＤはオーディオデータにＩＤを付与するためのものである。
　標記開始時刻は、標記イベントの開始時刻を記録するためのものである。
　標記終了時刻は、標記イベントの終了時刻を記録するためのものである。
【０１３０】
　そのうち、イベントＩＤ「Ｅｖｅｎｔ　ＩＤ」は、所定の機器により割り当てられた数
値でよく、オーディオＩＤは、ファイル名、又はファイル名に対してハッシュ演算を行っ
て得られたハッシュ値等でよく、本実施例では限定しない。
【０１３１】
　さらに、標記データ構造は、標記類型をさらに含み、標記類型は、重点標記と挿入標記
のうち少なくとも一種を含む。
【０１３２】
　重点標記は、標記開始時刻と標記終了時刻で確定された標記対象オーディオデータを標
記するためのものである。
【０１３３】
　挿入標記は、標記開始時刻と標記終了時刻で確定された標記対象オーディオデータの表
示イベントを標記するためのものであり、表示イベントは所定の内容を表示することを含
む。
【０１３４】
　そのうち、所定の数値によって標記類型「Ｅｖｅｎｔ　Ｔｙｐｅ」をマークすることが
でき、例えば、「Ｅｖｅｎｔ　Ｔｙｐｅ」の数値を０に設定して重点標記をマークし、「
Ｅｖｅｎｔ　Ｔｙｐｅ」の数値を１に設定して挿入標記をマークする等が挙げられ、本実
施例では、標記類型の設定方式を限定しない。
【０１３５】
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　さらに、標記類型が挿入標記であれば、標記データ構造は、所定の内容の記憶経路と所
定の内容の所定の表示時間のうち前の一種又はすべての両種をさらに含む。
【０１３６】
　標記類型が挿入標記であれば、標記データ構造は、所定の内容の記憶経路を取得するこ
とにより、該記憶経路「Ｅｖｅｎｔ　Ｐａｔｈ」により、挿入された所定の内容を取得す
ることを含む。
【０１３７】
　好ましくは、所定の表示時間長さを設定することにより、該所定の表示時間長さに基づ
いて所定の内容の表示時間を確定し、表示の効果を最適化してもよい。
【０１３８】
　一つの実施例では、標記データ構造標記イベントを説明するための注釈をさらに含む。
　そのうち、注釈は、例えば標記イベントのイベント名称等である。
【０１３９】
　オーディオファイルはコンピュータが読み取り可能な記憶媒体に記憶できるため、本発
明は、上述のようなオーディオファイルを含むコンピュータが読み取り可能な記憶媒体を
さらに提供する。
【０１４０】
　図６は、本発明の一つの実施例に係る録音装置を示す構造ブロック図であり、該録音装
置は、スマートテレビ、スマートフォン又はタブレットＰＣ等の録音端末に適用される。
該録音装置は、
　オーディオデータを録音する過程で標記開始指令を受信する第１の受信モジュール６１
０と、
　第１の受信モジュール６１０により受信された標記開始指令に基づいて、オーディオデ
ータを標記するための標記イベントを確立するとともに、標記イベントのパラメータを記
録する記録モジュール６２０と、
　記録モジュール６２０により標記開始指令に従って標記イベントを確立するとともに、
標記イベントのパラメータを記録した後、標記終了指令を受信する第２の受信モジュール
６３０と、
　第２の受信モジュール６３０により受信された標記終了指令に従って標記イベントのパ
ラメータの記録を完了して、標記データ構造を取得する第１の生成モジュール６４０と、
　オーディオデータと第１の生成モジュール６４０により生成された標記データ構造を記
憶して、オーディオファイルを取得する第２の生成モジュール６５０と、
　を含む。
【０１４１】
　以上をまとめると、本発明の実施例に係る録音装置は、オーディオデータを録音する過
程で標記開始指令を受信することと、前記標記開始指令に従って、前記オーディオデータ
を標記するための標記イベントを確立するとともに、前記標記イベントのパラメータを記
録することと、標記終了指令を受信することと、前記標記終了指令に従って前記標記イベ
ントのパラメータに対する記録を完了して、標記データ構造を取得することと、前記オー
ディオデータと前記標記データ構造を記憶して、オーディオファイルを取得することによ
り、繰り返して試聴することによりオーディオデータから所定の内容を探す操作が繁雑で
、情報取得効率が低下したという問題を解決し、情報取得効率を高めるという効果を達成
する。
【０１４２】
　図７は、本発明の更なる実施例に係る録音装置を示す構造ブロック図であり、該録音装
置は、スマートテレビ、スマートフォン又はタブレットＰＣ等の録音端末に適用される。
該録音装置は、第１の受信モジュール６１０、記録モジュール６２０、第２の受信モジュ
ール６３０、第１の生成モジュール６４０及び第２の生成モジュール６５０を含む。
【０１４３】
　第１の受信モジュール６１０は、オーディオデータを録音する過程で標記開始指令を受
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信する。
【０１４４】
　記録モジュール６２０は、第１の受信モジュール６１０により受信された標記開始指令
に基づいて、オーディオデータを標記するための標記イベントを確立するとともに、標記
イベントのパラメータを記録する。
【０１４５】
　第２の受信モジュール６３０は、記録モジュール６２０により標記開始指令に従って標
記イベントを確立するとともに、標記イベントのパラメータを記録した後、標記終了指令
を受信する。
【０１４６】
　第１の生成モジュール６４０は、第２の受信モジュール６３０により受信された標記終
了指令に従って標記イベントのパラメータの記録を完了して、標記データ構造を取得する
。
【０１４７】
　第２の生成モジュール６５０は、オーディオデータと第１の生成モジュール６４０によ
り生成された標記データ構造を記憶して、オーディオファイルを取得する。
【０１４８】
　そのうち、記録モジュール６２０は、イベントＩＤ、オーディオＩＤ及び標記開始時刻
を記録し、イベントＩＤは標記イベントにＩＤを付与するためのものであり、オーディオ
ＩＤはオーディオデータにＩＤを付与するためのものであり、標記開始時刻は、標記イベ
ントをラベル付けし始めた時のオーディオデータの録音時刻を記録するためのものである
。
【０１４９】
　第２の生成モジュール６５０は、標記イベントのラベル付けを終了した時のオーディオ
データの録音時刻を記録するための標記終了時刻を記録する。
【０１５０】
　さらに、標記イベントのパラメータに標記類型がさらに含まれれば、装置は、
　標記開始指令における標記要求を取得する第１の取得モジュール６６０と、
　第１の取得モジュール６６０により取得された標記要求に従って、重点標記と挿入標記
のうち少なくとも一種を含む標記類型を確定する確定モジュール６７０と、を含み、
　重点標記は、標記開始時刻と標記終了時刻で確定された標記対象オーディオデータを標
記するためのものであり、挿入標記は、標記開始時刻と標記終了時刻で確定された標記対
象オーディオデータの表示イベントを標記するためのものであり、表示イベントは所定の
内容を表示することを含む。
【０１５１】
　さらに、標記類型が挿入標記であれば、標記イベントのパラメータは、所定の内容の記
憶経路と所定の内容の所定の表示時間長さのうち前の一種又はすべての両種をさらに含む
。
【０１５２】
　一つの実施例では、標記イベントのパラメータは、標記イベントを説明するための注釈
をさらに含む。
【０１５３】
　以上をまとめると、本発明の実施例に係る録音装置は、オーディオデータを録音する過
程で標記開始指令を受信することと、前記標記開始指令に従って、前記オーディオデータ
を標記するための標記イベントを確立するとともに、前記標記イベントのパラメータを記
録することと、標記終了指令を受信することと、前記標記終了指令に従って前記標記イベ
ントのパラメータに対する記録を完了して、標記データ構造を取得することと、前記オー
ディオデータと前記標記データ構造を記憶して、オーディオファイルを取得することによ
り、繰り返して試聴することによりオーディオデータから所定の内容を探す操作が繁雑で
、情報取得効率が低下したという問題を解決し、情報取得効率を高めるという効果を達成
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する。また、標記開始指令における標記要求を取得して、標記要求に従って標記類型を確
定することにより、オーディオデータを録音する過程で表示イベントを標記し、オーディ
オデータを再生する場合に所定の内容を表示することを実現し、オーディオデータに基づ
いてシーンでの表示内容を再生できないという問題を解決し、表示内容に基づいて情報取
得効率を高めるという効果を達成することができる。
【０１５４】
　図８は、本発明の一つの実施例に係る再生装置を示す構造ブロック図であり、該録音装
置は、スマートテレビ、スマートフォン又はタブレットＰＣ等の再生端末に適用される。
該録音装置は、
　オーディオデータと、オーディオデータに対応し、オーディオデータを録音する過程で
オーディオデータを標記する標記イベントのパラメータを記録する少なくとも一つの標記
データ構造とを含むオーディオファイルを取得する第２の取得モジュール８１０と、
　第２の取得モジュール８１０により取得されたオーディオデータを再生する過程で少な
くとも一つの標記データ構造に記録された標記イベントをラベル付けするラベル付けモジ
ュール８２０と、を含む。
【０１５５】
　以上をまとめると、本発明の実施例に係る再生装置は、オーディオデータと、前記オー
ディオデータに対応し、前記オーディオデータを録音する過程で前記オーディオデータを
標記する標記イベントのパラメータを記録する少なくとも一つの標記データ構造とを含む
オーディオファイルを取得することと、前記オーディオデータを再生する過程で前記少な
くとも一つの標記データ構造に記録された標記イベントをラベル付けすることにより、繰
り返して試聴することによりオーディオデータから所定の内容を探す操作が繁雑で、情報
取得効率が低下したという問題を解決し、情報取得効率を高めるという効果を達成する。
【０１５６】
　図９は、本発明の更なる実施例に係る再生装置を示す構造ブロック図であり、該再生装
置は、スマートテレビ、スマートフォン又はタブレットＰＣ等の再生端末に適用される。
該録音装置は、第２の取得モジュール８１０とラベル付けモジュール８２０を含む。
【０１５７】
　第２の取得モジュール８１０は、オーディオデータと、オーディオデータに対応し、オ
ーディオデータを録音する過程でオーディオデータを標記する標記イベントのパラメータ
を記録する少なくとも一つの標記データ構造とを含むオーディオファイルを取得する。
【０１５８】
　ラベル付けモジュール８２０は、第２の取得モジュール８１０により取得されたオーデ
ィオデータを再生する過程で少なくとも一つの標記データ構造に記録された標記イベント
をラベル付けする。
【０１５９】
　そのうち、標記データ構造は、オーディオデータにＩＤを付与するためのオーディオＩ
Ｄを含み、第２の取得モジュール８１０は、
　オーディオデータとオーディオデータのオーディオＩＤを取得する第１の取得手段８１
１と、
　標記データ構造に含まれたオーディオＩＤにおいて、第１の取得手段８１１により取得
されたオーディオデータのオーディオＩＤと同じオーディオＩＤを探す探し手段８１２と
、
　探し手段８１２により探されたオーディオＩＤが所属する少なくとも一つの標記データ
構造を取得する第２の取得手段８１３と、を含む。
【０１６０】
　そのうち、標記データ構造は、イベントＩＤ、標記開始時刻及び標記終了時刻を含み、
イベントＩＤは、標記イベントにＩＤを付与するためのものであり、標記開始時刻は、標
記イベントをラベル付けし始めた時のオーディオデータの録音時刻を記録するためのもの
であり、標記終了時刻は、標記イベントのラベル付けを終了した時のオーディオデータの
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録音時刻を記録するためのものである。
【０１６１】
　ラベル付けモジュール８２０は、
　オーディオデータを再生する過程で、各標記データ構造について、標記データ構造のイ
ベントＩＤに基づいて標記イベントを確定する第１の確定手段８２１と、
　第１の確定手段８２１により確定された標記イベントにおける標記開始時刻と標記終了
時刻に基づいて、標記対象オーディオデータを確定する第２の確定手段８２２と、
　第２の確定手段８２２により確定された標記対象オーディオデータをラベル付けするラ
ベル付け手段８２３、を含む。
【０１６２】
　さらに、標記データ構造は標記類型をさらに含み、標記類型は重点標記と挿入標記のう
ち少なくとも一種を含み、重点標記は、標記開始時刻と標記終了時刻で確定された標記対
象オーディオデータを標記するためのものであり、挿入標記は、標記開始時刻と標記終了
時刻で確定された標記対象オーディオデータの表示イベントを標記するためのものであり
、表示イベントは所定の内容を表示することを含み、
　該装置は、
　標記類型を読み取る第１の読取りモジュールをさらに含み、
　ラベル付け手段８２３は、
　第１の読取りモジュールにより読み取られた標記類型が重点標記であれば、標記対象オ
ーディオデータを重点提示する提示サブ手段８２３Ａと、
　第１の読取りモジュールにより読み取られた標記類型が挿入標記であれば、標記対象オ
ーディオデータの直前の標記イベントの標記終了時刻と次の標記イベントの標記開始時刻
との間の時刻である所定の時刻で所定の内容を表示する表示サブ手段８２３Ｂと、を含む
。
【０１６３】
　さらに、標記データ構造は所定の内容の記憶経路をさらに含み、
　該装置は、
　記憶経路に基づいて所定の内容を取得する第３の取得モジュールをさらに含む。
【０１６４】
　そのうち、標記データ構造は所定の内容の所定の表示時間長さをさらに含み、表示サブ
手段８２３Ｂは、所定の時刻に基づいて後向きに所定の表示時間長さを位置決定して、第
１の停止時刻を取得し、第１の停止時刻が次の標記イベントの標記開始時刻よりも小さけ
れば、所定の内容を所定の時刻から第１の停止時刻までに表示し、第１の停止時刻が次の
標記イベントの標記開始時刻よりも大きければ、所定の内容を所定の時刻から、所定の時
刻よりも大きく、次の標記イベントの標記開始時刻以下である第２の停止時刻までに表示
する。
【０１６５】
　一つの実施例では、標記データ構造は、標記イベントを説明するための注釈をさらに含
み、
　該装置は、
　注釈を読み取る第２の読取りモジュールをさらに含む。
【０１６６】
　以上をまとめると、本発明の実施例に係る再生装置は、オーディオデータと、前記オー
ディオデータに対応し、前記オーディオデータを録音する過程で前記オーディオデータを
標記する標記イベントのパラメータを記録する少なくとも一つの標記データ構造とを含む
オーディオファイルを取得することと、前記オーディオデータを再生する過程で前記少な
くとも一つの標記データ構造に記録された標記イベントをラベル付けすることにより、繰
り返して試聴することによりオーディオデータから所定の内容を探す操作が繁雑で、情報
取得効率が低下したという問題を解決し、情報取得効率を高めるという効果を達成する。
また、前記標記類型を読み取り、読み取った前記標記類型が前記挿入標記であれば、所定
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の時刻で前記所定の内容を表示することにより、オーディオデータを再生する場合に所定
の内容を表示することを実現し、オーディオデータに基づいてシーンでの表示内容を再生
できないという問題を解決し、表示内容に基づいて情報取得効率を高めるという効果を達
成することができる。
【０１６７】
　図１０は、本発明の更なる実施例に係る再生装置を示す構造ブロック図であり、該再生
装置は、スマートテレビ、スマートフォン又はタブレットＰＣ等の再生端末に適用される
。該録音装置は、第２の取得モジュール８１０及びラベル付けモジュール８２０を含む。
【０１６８】
　第２の取得モジュール８１０は、オーディオデータと、オーディオデータに対応し、オ
ーディオデータを録音する過程でオーディオデータを標記する標記イベントのパラメータ
を記録する少なくとも一つの標記データ構造とを含むオーディオファイルを取得する。
【０１６９】
　ラベル付けモジュール８２０は、第２の取得モジュール８１０により取得されたオーデ
ィオデータを再生する過程で少なくとも一つの標記データ構造に記録された標記イベント
をラベル付けする。
【０１７０】
　そのうち、標記データ構造は、オーディオデータにＩＤを付与するためのオーディオＩ
Ｄを含み、第２の取得モジュール８１０は、
　オーディオデータとオーディオデータのオーディオＩＤを取得する第１の取得手段８１
１と、
　標記データ構造に含まれたオーディオＩＤにおいて、第１の取得手段８１１により取得
されたオーディオデータのオーディオＩＤと同じオーディオＩＤを探す探し手段８１２と
、
　探し手段８１２により探されたオーディオＩＤが所属する少なくとも一つの標記データ
構造を取得する第２の取得手段８１３と、を含む。
【０１７１】
　そのうち、標記データ構造は、イベントＩＤ、標記開始時刻及び標記終了時刻を含み、
イベントＩＤは、標記イベントにＩＤを付与するためのものであり、標記開始時刻は、標
記イベントをラベル付けし始めた時のオーディオデータの録音時刻を記録するためのもの
であり、標記終了時刻は、標記イベントのラベル付けを終了した時のオーディオデータの
録音時刻を記録するためのものであり、
　ラベル付けモジュール８２０は、
　オーディオデータを再生する過程で、各標記データ構造について、標記データ構造のイ
ベントＩＤに基づいて標記イベントを確定する第３の確定手段８２４と、
　第３の確定手段８２４により確定された少なくとも一つの標記イベントから一つの標記
イベントを選定する選択手段８２５と、
　選択手段８２５により選定された標記イベントにおける標記開始時刻と標記終了時刻に
基づいて標記対象オーディオデータを確定する第４の確定手段８２６と、
　第４の確定手段８２６により確定された標記対象オーディオデータに移行するとともに
、標記対象オーディオデータをラベル付けするラベル付け手段８２３と、を含む。
【０１７２】
　さらに、標記データ構造は標記類型をさらに含み、標記類型は重点標記と挿入標記のう
ち少なくとも一種を含み、重点標記は、標記開始時刻と標記終了時刻で確定された標記対
象オーディオデータを標記するためのものであり、挿入標記は、標記開始時刻と標記終了
時刻で確定された標記対象オーディオデータの表示イベントを標記するためのものであり
、表示イベントは所定の内容を表示することを含み、
　該装置は、
　標記類型を読み取る第１の読取りモジュールをさらに含む。
【０１７３】
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　ラベル付け手段８２３は、
　第１の読取りモジュールにより読み取られた標記類型が重点標記であれば、標記対象オ
ーディオデータを重点提示する提示サブ手段８２３Ａと、
　第１の読取りモジュールにより読み取られた標記類型が挿入標記であれば、標記対象オ
ーディオデータの直前の標記イベントの標記終了時刻と次の標記イベントの標記開始時刻
との間の時刻である所定の時刻で所定の内容を表示する表示サブ手段８２３Ｂと、を含む
。
【０１７４】
　さらに、標記データ構造は所定の内容の記憶経路をさらに含み、
　該装置は、
　記憶経路に基づいて所定の内容を取得する第３の取得モジュールをさらに含む。
　そのうち、標記データ構造は所定の内容の所定の表示時間長さをさらに含み、表示サブ
手段８２３Ｂは、所定の時刻に基づいて後向きに所定の表示時間長さを位置決定して、第
１の停止時刻を取得し、第１の停止時刻が次の標記イベントの標記開始時刻よりも小さけ
れば、所定の内容を所定の時刻から第１の停止時刻までに表示し、第１の停止時刻が次の
標記イベントの標記開始時刻よりも大きければ、所定の内容を所定の時刻から、所定の時
刻よりも大きく、次の標記イベントの標記開始時刻以下である第２の停止時刻までに表示
する。
【０１７５】
　一つの実施例では、標記データ構造は、標記イベントを説明するための注釈をさらに含
み、
　該装置は、
　注釈を読み取る第２の読取りモジュールをさらに含む。
【０１７６】
　以上をまとめると、本発明の実施例に係る再生装置は、オーディオデータと、前記オー
ディオデータに対応し、前記オーディオデータを録音する過程で前記オーディオデータを
標記する標記イベントのパラメータを記録する少なくとも一つの標記データ構造とを含む
オーディオファイルを取得することと、前記オーディオデータを再生する過程で前記少な
くとも一つの標記データ構造に記録された標記イベントをラベル付けすることにより、繰
り返して試聴することによりオーディオデータから所定の内容を探す操作が繁雑で、情報
取得効率が低下したという問題を解決し、情報取得効率を高めるという効果を達成する。
また、前記標記類型を読み取り、読み取った前記標記類型が前記挿入標記であれば、所定
の時刻で前記所定の内容を表示することにより、オーディオデータを再生する場合に所定
の内容を表示することを実現し、オーディオデータに基づいてシーンでの表示内容を再生
できないという問題を解決し、表示内容に基づいて情報取得効率を高めるという効果を達
成することができる。
【０１７７】
　図１１は、本発明のさらに他の実施例に係る端末を示す構造ブロック図である。該端末
は、前記実施例に係る録音方法を実施するものである。本発明の実施例における端末は、
コンピュータプログラム指令を実行することにより各種の流れと方法を完了するプロセッ
サ、情報及びプログラム指令を記憶するＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ Ａｃｃｅｓｓ Ｍｅｍｏｒ
ｙ）及びＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、データ及び情報を記憶するメモ
リ、表、ディレクトリ又は他のデータ構造を記憶するデータベース、Ｉ／Ｏ機器、インタ
ーフェイス、アンテナ等のうち一つ以上を含んでよい。具体的には、
　端末１１００は、例えば、ＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）回路１１１０と、
コンピューターが読み取り可能な記憶媒体を一つ以上含むメモリ１１２０と、入力ユニッ
ト１１３０と、表示ユニット１１４０と、センサー１１５０と、オーディオ回路１１６０
と、短距離無線通信モジュール１１７０と、一つ以上の処理コアを有するプロセッサ１１
８０と、電源１１９０等の部品を備える。当業者は、図１１に示す端末の構造は端末に対
する限定ではなく、当該端末が、図示した部品より多い数、または少ない数の部品を備え
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てもよく、或いは、幾つかの部品の組み合わせ、または異なる部品配置を有してもよい、
ことを理解すべきである。
【０１７８】
　ここで、ＲＦ回路１１１０は、情報の送受信または通話中において、信号を受信及び送
信するためのものである。特に、ＲＦ回路１１１０は、基地局からの下り情報を受信した
後、１つ、又は１つ以上のプロセッサ１１８０に渡して処理させる。また、上りデータを
基地局に送信する。通常、ＲＦ回路１１１０は、アンテナと、少なくとも一つのアンプと
、チューナと、一つ又は複数の発振器と、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）カードと、受
発信機と、カプラーと、ＬＮＡ（Ｌｏｗ Ｎｏｉｓｅ Ａｍｐｌｉｆｉｅｒ、ローノイズア
ンプ）と、デュプレクサ等を含むが、これらに限らない。また、ＲＦ回路１１１０は、無
線通信でネットワーク、及び他の装置と通信することができる。前記無線通信として、Ｇ
ＳＭ（登録商標）(Ｇｌｏｂａｌ Ｓｙｓｔｅｍ ｏｆ Ｍｏｂｉｌｅ ｃｏｍｍｕｎｉｃａ
ｔｉｏｎ)と、ＧＰＲＳ(Ｇｅｎｅｒａｌ Ｐａｃｋｅｔ Ｒａｄｉｏ Ｓｅｒｖｉｃｅ)と、
ＣＤＭＡ(Ｃｏｄｅ Ｄｉｖｉｓｉｏｎ Ｍｕｌｔｉｐｌｅ Ａｃｃｅｓｓ)と、ＷＣＤＭＡ
（登録商標）(Ｗｉｄｅｂａｎｄ Ｃｏｄｅ Ｄｉｖｉｓｉｏｎ Ｍｕｌｔｉｐｌｅ Ａｃｃ
ｅｓｓ)と、ＬＴＥ(Ｌｏｎｇ Ｔｅｒｍ Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ)と、電子メールと、ＳＭＳ(
Ｓｈｏｒｔ Ｍｅｓｓａｇｉｎｇ Ｓｅｒｖｉｃｅ)等を含む任意の通信規格またはプロト
コルを利用してもよいが、これらに限らない。
【０１７９】
　メモリ１１２０は、ソフトウェアプログラム及びモジュールを格納するためのものであ
る。プロセッサ１１８０は、メモリ１１２０に格納されたソフトウェアプログラム及びモ
ジュールを実行することによって、各種機能のアプリ及びデータ処理を実行する。メモリ
１１２０は、主に、プログラム格納領域とデータ格納領域を有する。プログラム格納領域
には、ＯＳや、少なくとも一つの機能を実行するアプリ（例えば、音声再生機能、画像再
生機能等）等が格納される。データ格納領域には、端末１１００の使用により作成された
データ等（例えば、オーディオデータや、電話帳等）が格納される。また、メモリ１１２
０は、高速ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）を含んでも良く、さら
に、例えば少なくとも１つの磁気ディスクメモリ、フラッシュメモリなどの不揮発性メモ
リ、或いは他の揮発性のＳＳＤ（ｓｏｌｉｄ　ｓｔａｔｅ　ｄｒｉｖｅ）メモリを含んで
もよい。また、メモリ１１２０は、プロセッサ１１８０と入力ユニット１１３０がメモリ
１１２０にアクセスできるように、メモリコントローラを更に含んでも良い。
【０１８０】
　入力ユニット１１３０は、数字或いはキャラクター情報の入力の受け付け、及び、ユー
ザ設定及び機能制御に関するキーボード、ジョイスティック、光学ボールやトラックボー
ルにより信号入力を発生させるためのものである。例えば、入力ユニット１１３０は、タ
ッチセンシティブ表面１１３１及び他の入力装置１１３２を含んでよい。タッチセンシテ
ィブ表面１１３１は、タッチパネルやタッチパッドとも呼ばれ、ユーザがその表面上やそ
の付近に対するタッチ操作（例えば、ユーザが指やタッチペン等の任意の適した物や付属
品を使用して、タッチセンシティブ表面１１３１上やタッチセンシティブ表面１１３１の
付近に対して行う操作）を収集する共に、予め設定されたプログラムに従って、関連する
接続装置を駆動する。タッチセンシティブ表面１１３１は、選択的に、タッチ検出手段と
タッチ制御器との二つの部分を含んでもよい。ここで、タッチ検出手段は、ユーザのタッ
チ位置を検出するとともに、タッチ操作による信号を検出し、そのタッチ情報をタッチ制
御器に送信する。タッチ制御器は、タッチ検出手段からタッチ情報を受信し、当該情報を
接触点座標に変換してプロセッサ１１８０に送信するとともに、プロセッサ１１８０から
のコマンドを受信して実行する。なお、抵抗式、容量式、赤外線式及び表面弾性波式など
の様々な方式によりタッチセンシティブ表面１１３１を実現することができる。入力ユニ
ット１１３０は、タッチセンシティブ表面１１３１に加えて、他の入力装置１１３２をさ
らに含んでもよい。他の入力装置１１３２は、物理的なキーボード、ファンクションキー
（例えば、ボリュームボタン、スイッチボタン等）、トラックボール、ジョイスティック
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等の中の一つ又は複数を含んでもよいが、これらに限らない。
【０１８１】
　表示ユニット１１４０は、ユーザが入力した情報やユーザに提供する情報、及び端末１
１００の各種のグラフィカル・ユーザー・インターフェース（ＧＵＩ）を表示するための
ものであり、これらのグラフィカル・ユーザー・インターフェースは、図形、テキスト、
アイコン、ビデオ及びそれらの任意の組合せで構成されることができる。表示ユニット１
１４０は、表示パネル１１４１を含む。表示パネル１１４１は、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　
Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、ＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ－Ｅｍｉｔ
ｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）等の形態で構成されてもよい。さらに、タッチセンシティブ表面
１１３１は、表示パネル１１４１を覆うように設けられ、タッチセンシティブ表面１１３
１がその表面または付近に対するタッチ操作を検出すると、その検出結果をプロセッサ１
１８０に転送してタッチイベントのタイプを確認させ、その後、プロセッサ１１８０は、
タッチイベントのタイプに基づいて、表示パネル１１４１上に対応する視覚的出力を提供
するように構成されてもよい。図１１において、タッチセンシティブ表面１１３１と表示
パネル１１４１とが２つの独立した部品として出力及び入力の機能を実現するように構成
されているが、タッチセンシティブ表面１１３１と表示パネル１１４１とを集積構成して
入力及び出力機能を実現する実施例もあり得る。
【０１８２】
　端末１１００は、さらに、例えば光センサー、運動センサー及び他のセンサーなどの、
少なくとも１つのセンサー１１５０を含んでもよい。光センサーは、環境光センサーと近
接センサーを含んでもよいが、環境光センサーは、環境光の明るさに基づいて、表示パネ
ル１１４１の輝度を調整することができ、近接センサーは、端末１１００が耳元まで移動
すると、表示パネル１１４１及び／又はバックライトをオフする。運動センサーの一種と
しての重力加速度センサーは、各方向（一般的には、３軸）における加速度の大きさを検
出することができ、静止の状態では、重力の大きさ及びその方向を検出することができる
ので、携帯電話の姿勢を認識するアプリ（例えば、画面の横縦向きの切り替え、ゲーム、
磁力計の姿勢校正）、振動認識に関する機能（例えば、歩数計、パーカッション）等に使
用される。端末１１００には、さらに、ジャイロスコープ、気圧計、湿度計、温度計、赤
外線センサー等のほかのセンサーが備えられるが、ここで、その具体的な説明は省略する
。
【０１８３】
　オーディオ回路１１６０、スピーカ１１６１、マイク１１６２は、ユーザと端末１１０
０との間のオーディオインタフェースを提供する。オーディオ回路１１６０は、受信した
オーディオデータから変換された電気信号をスピーカ１１６１に転送し、スピーカ１１６
１により音声信号に変換して出力する。一方、マイク１１６２は、収集した音声信号を電
気信号に変換し、オーディオ回路１１６０が当該電気信号を受信した後オーディオデータ
に変換し、オーディオデータをプロセッサ１１８０に転送して処理してからＲＦ回路１１
１０を介して例えば他の端末に転送するか、或いはオーディオデータをメモリ１１２０に
送信して更に処理を行うようにする。オーディオ回路１１６０は、端末１１００が外部の
イヤホンと通信できるように、イヤホン挿入孔を含んでもよい。
【０１８４】
　短距離無線通信モジュール１１７０は、ＷｉＦｉ（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｆｉｄｅｌｉｔ
ｙ）モジュールやブルートゥースモジュールであってもよい。端末１１００は、短距離無
線通信モジュール１１７０を利用して、電子メールの送受信、ウェブの閲覧、ストリーミ
ングメディアのアクセス等を行なうことができる。図１１において、短距離無線通信モジ
ュール１１７０を示しているが、当該短距離無線通信モジュール１１７０は、端末１１０
０にとって不可欠な構成ではなく、本発明の趣旨を変更しない範囲内で必要に応じて省略
することができる、ことを理解すべきである。
【０１８５】
　プロセッサ１１８０は、端末１１００の制御センターであり、各種のインターフェース
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及び回路を介して端末全体の各部と接続され、メモリ１１２０内に格納されたソフトウェ
アプログラム及び／又はモジュールを実行または作動させるとともに、メモリ１１２０内
に格納されたデータを呼び出すことによって、端末１１００の各種機能の実行及びデータ
の処理を実現することで、電子装置全体をコントロールする。プロセッサ１１８０は、１
つ又は複数の処理コアを含んでもよく、アプリプロセッサとモデムプロセッサを集積して
構成されてもよい。ここで、アプリプロセッサは、主に、ＯＳ、ユーザインタフェース、
及びアプリなどを処理し、モデムプロセッサは、主に、無線通信を処理する。また、上記
モデムプロセッサがプロセッサ１８０に集積されなくてもよい、ことを理解すべきである
。
【０１８６】
　端末１１００は、さらに、各部に電力を供給する電源１１９０（例えば、バッテリー）
を含み、当該電源１１９０は、電源管理システムを介してプロセッサ１１８０にロジック
的に接続されることにより、電源管理システムを介して充電・放電管理、及び電力管理等
の機能を実現することができる。電源１１９０は、さらに、１つ或いは１つ以上の直流又
は交流電源、再充電システム、電源故障検出回路、電源コンバータ又はインバータ、電源
状態インジケータ等の任意のアセンブリを含んでもよい。
【０１８７】
　端末１１００は、図示してはないが、カメラ、ブルートゥースモジュール等をさらに含
んでもよいが、ここで、その具体的な説明は省略する。具体的には、本実施例では、端末
１１００の表示ユニットはタッチスクリーンディスプレイである。
【０１８８】
　端末１１００は、一つ以上のプロセッサ１１８０に加え、タッチスクリーン、メモリ及
び１つ以上のモジュールを含み、１つ以上のモジュールは、メモリに記憶され、且つ１つ
以上のプロセッサにより実行されるように構成される。上記一つ以上のモジュールは、以
下の機能を備える。
　オーディオデータを録音する過程で標記開始指令を受信し、
　標記開始指令に従って、オーディオデータを標記するための標記イベントを確立すると
ともに、標記イベントのパラメータを記録し、
　標記終了指令を受信し、
　標記終了指令に従って標記イベントのパラメータの記録を完了して、標記データ構造を
取得し、
　オーディオデータと標記データ構造を記憶して、オーディオファイルを取得する。
【０１８９】
　そのうち、標記イベントのパラメータを記録することは、
　標記イベントにＩＤを付与するためのイベントＩＤと、オーディオデータにＩＤを付与
するためのオーディオＩＤと、標記イベントをラベル付けし始めた時のオーディオデータ
の録音時刻を記録するための標記開始時刻を記録することを含み、
　標記終了指令に従って標記イベントのパラメータの記録を完了することは、
　標記イベントのラベル付けを終了した時のオーディオデータの録音時刻を記録するため
の標記終了時刻を記録することを含む。
【０１９０】
　さらに、標記イベントのパラメータに標記類型がさらに含まれれば、方法は、
　標記開始指令における標記要求を取得することと、
　標記要求に従って、標記類型を確定することと、を含み、
　標記類型は重点標記と挿入標記のうち少なくとも一種を含み、重点標記は、標記開始時
刻と標記終了時刻で確定された標記対象オーディオデータを標記するためのものであり、
挿入標記は、標記開始時刻と標記終了時刻で確定された標記対象オーディオデータの表示
イベントを標記するためのものであり、表示イベントは所定の内容を表示することを含む
。
【０１９１】
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　さらに、標記類型が挿入標記であれば、標記イベントのパラメータは、所定の内容の記
憶経路と所定の内容の所定の表示時間長さのうち前の一種又はすべての両種をさらに含む
。
【０１９２】
　さらに、標記イベントのパラメータは、標記イベントを説明するための注釈をさらに含
む。
【０１９３】
　以上をまとめると、本発明の実施例に係る端末は、オーディオデータを録音する過程で
標記開始指令を受信することと、前記標記開始指令に従って、前記オーディオデータを標
記するための標記イベントを確立するとともに、前記標記イベントのパラメータを記録す
ることと、標記終了指令を受信することと、前記標記終了指令に従って前記標記イベント
のパラメータに対する記録を完了して、標記データ構造を取得することと、前記オーディ
オデータと前記標記データ構造を記憶して、オーディオファイルを取得することにより、
繰り返して試聴することによりオーディオデータから所定の内容を探す操作が繁雑で、情
報取得効率が低下したという問題を解決し、情報取得効率を高めるという効果を達成する
。また、標記開始指令における標記要求を取得して、標記要求に従って標記類型を確定す
ることにより、オーディオデータを録音する過程で表示イベントを標記し、オーディオデ
ータを再生する場合に所定の内容を表示することを実現し、オーディオデータに基づいて
シーンでの表示内容を再生できないという問題を解決し、表示内容に基づいて情報取得効
率を高めるという効果を達成することができる。
【０１９４】
　本発明の一つの実施例は、前記実施例に係る再生方法を実施する端末を提供し、その構
造は、図１１に示す端末の構造と同じでよく、図１１に示される。該端末は、一つ以上の
プロセッサに加え、タッチスクリーン、メモリ、及び一つ以上のモジュールを含み、その
うち一つ以上のモジュールは、メモリに記憶され、一つ以上のプロセッサで実行されるよ
うに構成される。前記一つ以上のモジュールは、以下の機能を備える。
【０１９５】
　オーディオデータと、オーディオデータに対応し、オーディオデータを録音する過程で
オーディオデータを標記する標記イベントのパラメータを記録する少なくとも一つの標記
データ構造とを含むオーディオファイルを取得し、
　オーディオデータを再生する過程で少なくとも一つの標記データ構造に記録された標記
イベントをラベル付けする。
【０１９６】
　そのうち、標記データ構造は、オーディオデータにＩＤを付与するためのオーディオＩ
Ｄを含み、オーディオファイルを取得することは、
　オーディオデータとオーディオデータのオーディオＩＤを取得することと、
　標記データ構造に含まれたオーディオＩＤにおいて、取得されたオーディオデータのオ
ーディオＩＤと同一のオーディオＩＤを探すことと、
　探したオーディオＩＤが属する少なくとも一つの標記データ構造を取得することと、を
含む。
　そのうち、標記データ構造は、イベントＩＤ、標記開始時刻及び標記終了時刻を含み、
イベントＩＤは、標記イベントにＩＤを付与するためのものであり、標記開始時刻は、標
記イベントをラベル付けし始めた時のオーディオデータの録音時刻を記録するためのもの
であり、標記終了時刻は、標記イベントのラベル付けを終了した時のオーディオデータの
録音時刻を記録するためのものであり、
　オーディオデータを再生する過程で少なくとも一つの標記データ構造に記録された標記
イベントをラベル付けすることは、
　オーディオデータを再生する過程で、各標記データ構造について、標記データ構造のイ
ベントＩＤに基づいて標記イベントを確定することと、
　確定された標記イベントにおける標記開始時刻と標記終了時刻に基づいて標記対象オー
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ディオデータを確定することと、
　標記対象オーディオデータをラベル付けすることと、を含む。
【０１９７】
　そのうち、標記データ構造は、イベントＩＤ、標記開始時刻及び標記終了時刻を含み、
イベントＩＤは、標記イベントにＩＤを付与するためのものであり、標記開始時刻は、標
記イベントをラベル付けし始めた時のオーディオデータの録音時刻を記録するためのもの
であり、標記終了時刻は、標記イベントのラベル付けを終了した時のオーディオデータの
録音時刻を記録するためのものであり、
　オーディオデータを再生する過程で少なくとも一つの標記データ構造に記録された標記
イベントをラベル付けすることは、
　オーディオデータを再生する過程で、各標記データ構造について、標記データ構造のイ
ベントＩＤに基づいて標記イベントを確定することと、
　確定された少なくとも一つの標記イベントから一つの標記イベントを選定することと、
　選定された標記イベントにおける標記開始時刻と標記終了時刻に基づいて標記対象オー
ディオデータを確定することと、
　標記対象オーディオデータに移行するとともに、標記対象オーディオデータをラベル付
けすることと、を含む。
【０１９８】
　さらに、標記データ構造は標記類型をさらに含み、標記類型は重点標記と挿入標記のう
ち少なくとも一種を含み、重点標記は、標記開始時刻と標記終了時刻で確定された標記対
象オーディオデータを標記するためのものであり、挿入標記は、標記開始時刻と標記終了
時刻で確定された標記対象オーディオデータの表示イベントを標記するためのものであり
、表示イベントは所定の内容を表示することを含み、
　方法は、
　標記類型を読み取ることをさらに含み、
　標記対象オーディオデータをラベル付けすることは、
　読み取った標記類型が重点標記であれば、標記対象オーディオデータを重点提示するこ
とと、
　読み取った標記類型が挿入標記であれば、標記対象オーディオデータの直前の標記イベ
ントの標記終了時刻と次の標記イベントの標記開始時刻との間の時刻である所定の時刻で
所定の内容を表示することと、を含む。
【０１９９】
　さらに、標記データ構造は所定の内容の記憶経路をさらに含み、
　方法は、
　記憶経路に基づいて所定の内容を取得することをさらに含む。
　そのうち、標記データ構造は所定の内容の所定の表示時間長さをさらに含み、所定の時
刻で所定の内容を表示することは、
　所定の時刻に基づいて後向きに所定の表示時間長さを位置決定して、第１の停止時刻を
取得することと、
　第１の停止時刻が次の標記イベントの標記開始時刻よりも小さければ、所定の内容を所
定の時刻から第１の停止時刻までに表示することと、
　第１の停止時刻が次の標記イベントの標記開始時刻よりも大きければ、所定の内容を所
定の時刻から、所定の時刻よりも大きく、次の標記イベントの標記開始時刻以下である第
２の停止時刻までに表示することと、を含む。
【０２００】
　一つの実施例では、標記データ構造は、標記イベントを説明するための注釈をさらに含
み、
　方法は、注釈を読み取ることを含む。
【０２０１】
　以上をまとめると、本発明の実施例に係る端末は、オーディオデータと、前記オーディ
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オデータに対応し、前記オーディオデータを録音する過程で前記オーディオデータを標記
する標記イベントのパラメータを記録する少なくとも一つの標記データ構造とを含むオー
ディオファイルを取得することと、前記オーディオデータを再生する過程で前記少なくと
も一つの標記データ構造に記録された標記イベントをラベル付けすることにより、繰り返
して試聴することによりオーディオデータから所定の内容を探す操作が繁雑で、情報取得
効率が低下したという問題を解決し、情報取得効率を高めるという効果を達成する。また
、前記標記類型を読み取り、読み取った前記標記類型が前記挿入標記であれば、所定の時
刻で前記所定の内容を表示することにより、オーディオデータを再生する場合に所定の内
容を表示することを実現し、オーディオデータに基づいてシーンでの表示内容を再生でき
ないという問題を解決し、表示内容に基づいて情報取得効率を高めるという効果を達成す
ることができる。
【０２０２】
　図１２は、本発明のさらに他の実施例に係るオーディオシステムを示す構造ブロック図
であり、該オーディオシステムは、録音端末１２１０及び再生端末１２２０を含み、
　録音端末１２１０は、図６又は図７又は図１１に示す端末でよく、再生端末１２２０は
、図８又は図９又は図１０又は図１１に示す端末でよい。
【０２０３】
　以上をまとめると、本発明の実施例に係るオーディオシステムは、オーディオデータを
録音する過程で標記開始指令を受信することと、前記標記開始指令に従って、前記オーデ
ィオデータを標記するための標記イベントを確立するとともに、前記標記イベントのパラ
メータを記録することと、標記終了指令を受信することと、前記標記終了指令に従って前
記標記イベントのパラメータに対する記録を完了して、標記データ構造を取得することと
、前記オーディオデータと前記標記データ構造を記憶して、オーディオファイルを取得す
ることにより、繰り返して試聴することによりオーディオデータから所定の内容を探す操
作が繁雑で、情報取得効率が低下したという問題を解決し、情報取得効率を高めるという
効果を達成する。また、標記開始指令における標記要求を取得して、標記要求に従って標
記類型を確定することにより、オーディオデータを録音する過程で表示イベントを標記し
、オーディオデータを再生する場合に所定の内容を表示することを実現し、オーディオデ
ータに基づいてシーンでの表示内容を再生できないという問題を解決し、表示内容に基づ
いて情報取得効率を高めるという効果を達成することができる。
【０２０４】
　説明すべきことは、前記実施例に係る録音装置及び再生装置は、録音と再生を行う場合
、前記各機能モジュールの区画を例として説明するに過ぎず、実際の応用において、必要
に応じて前記機能を異なる機能モジュールに割り当てて完了し、即ち、録音装置と再生装
置の内部構造を異なる機能モジュールに区画することにより、上記のように説明したすべ
て又は一部の機能を完了することができる。また、前記実施例に係る録音装置及び再生装
置は、それぞれ録音方法及び再生方法の実施例と同一の構想に属し、その具体的な実現過
程の詳細は、方法の実施例を参照し、ここで再度説明しない。
【０２０５】
　前記本発明の実施例の番号は、説明のためのものに過ぎず、実施例の優劣を示さない。
【０２０６】
　当業者にとって、上記実施例の全て又は一部のステップは、ハードウェアで完了しても
よく、プログラムによって関連するハードウェアを指令して完了してもよい。前記プログ
ラムはコンピュータが読み取り可能な記憶媒体に記憶でき、上記記憶媒体は、読み取り専
用メモリ、磁気ディスク又は光ディスク等を使用できる。
【０２０７】
　以上は、本発明の好ましい実施例に過ぎず、本発明はこれらに限定されるものではない
。本発明の要旨を逸脱しない範囲内で行なったいかなる変更、同等入替、改良などは、す
べて本発明の保護範囲に含まれるべきである。
【０２０８】
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　本願は、出願番号がＣＮ２０１３１０３２６０３３．０で、出願日が２０１３年７月３
０日である中国特許出願に基づき優先権を主張し、該中国特許出願のすべての内容を本願
に援用する。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(37) JP 6186443 B2 2017.8.23

【図１１】 【図１２】
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